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▲幌延小学校新入生

▲幌延中学校新入生

（平成27年）
2015

議会だより第83号
後期高齢者医療制度のお知らせ
第１回幌延町まち・ひと・しごと
創生会議を開催しました！
平成27年度幌延町における電源三法
交付金の使い道
平成27年度幌延町電気自動車等導入
促進補助制度について
人権擁護委員制度をご存知ですか
平成26年度中山間地域等直接支払
制度の取組状況について
新入職員の紹介
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３
月
10
日
に
定
例
会
が
開
会

さ
れ
、、
行
政
報
告
、
一
般
質
問
、

新
年
度
予
算
等
の
議
案
28
件
、

同
意
１
件
、
意
見
案
１
件
、
発

議
２
件
を
審
議
の
結
果
、
原
案

ど
お
り
全
て
を
可
決
し
、
閉
会

し
た
。
同
意
案
件
は
、
教
育
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
で
、
木
澤

瑞
浩
氏
の
教
育
委
員
選
任
に
同

意
し
た
。
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幌
延
町
議
会

定
例
会

第２回

３月10日　　
　～3月12日

（
抜
粋
）

《
総
務
費
》

　
　
　
　 

Ｏ
Ａ
機
器
等
廃
棄
業

務
56
万
２
千
円
と
あ
る
が
、
取

引
業
者
に
廃
棄
さ
せ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
情
報
漏
え
い
を
防

ぐ
た
め
、
専
門
業
者
に
機
器
回
収
、

デ
ー
タ
消
去
、
処
分
ま
で
委
託

す
る
。

　
　
　
　
遠
別
民
放
ラ
ジ
オ
中

継
局
管
理
に
例
年
の
倍
近
く
予

算
計
上
し
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　  

局
舎
の
吸
排

気
設
備
改
修
費
用
が
の
っ
て
い

る
。

　
　
　
　
町
史
記
録
用
映
像
作

製
は
ど
う
計
上
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　  

単
年
度
ご
と

に
契
約
。
今
年
は
空
撮
を
し
、

１
２
０
周
年
に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
を
つ
く
る
。

　
　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
情

報
収
集
事
業
１
千
90
万
は
地
方

創
生
の
絡
み
か
。

　
　
　
　
　
　
　  

例
年
計
上
し

て
い
る
経
費
で
、
27
年
度
は
児

童
生
徒
プ
ラ
ス
一
般
と
い
う
形

で
２
回
見
学
会
を
実
施
予
定
。

　
　
　
　
　
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
は

ど
う
整
備
し
、
町
民
皆
さ
ん
へ

の
周
知
は
。

　
　
　
　
　
27
年
度
は
各
種
シ

ス
テ
ム
改
修
、
サ
ー
バ
ー
と
の

連
携
テ
ス
ト
等
を
行
い
、
10
月

以
降
に
個
人
番
号
が
付
番
さ
れ

る
。
庁
内
で
連
絡
検
討
す
る
組

織
を
立
ち
上
げ
て
い
る
の
で
、

あ
る
程
度
形
に
な
っ
て
き
た
段

階
で
町
民
に
順
次
お
知
ら
せ
し

て
い
く
。

　
　
　
　
　
カ
ー
ド
交
付
の
予

定
時
期
は
。

　
　
　
　
　
交
付
申
請
を
出
す

と
、
28
年
１
月
以
降
に
順
次
交

付
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
深
地
層
研
究
等
の

広
報
事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　  

消
耗
品
、
広

告
費
、
委
託
料
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
景
観
整
備
事
業
の

内
容
は
。

　
　
　
　
　
職
員
住
宅
の
解
体

で
、
４
百
１
万
４
千
円
。

　
　
　
　
　
職
員
住
宅
が
足
り

な
い
状
況
な
の
で
、
延
命
は
考

え
ら
れ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
老
朽
化
し
、
補
修

出
来
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断

し
た
。
土
地
の
有
効
活
用
を
図
る
。

　
　
　
　
交
通
安
全
推
進
協
議

平成27年度各会計予算

総額64億9,622万2千円総額64億9,622万2千円64億9,622万2千円総額
一般会計　53億7,800万円

～西澤裕之氏を予算審査特別委員長に選任し、平成27年３月11～12日の審査の結果、原案どおり可決しました～

一
般
会
計

一
般
会
計

会
の
増
額
は
。

　
　
　
　
　
　
　  

交
通
安
全
の

旗
と
の
ぼ
り
の
購
入
。

《
民
生
費
》

　
　
　
　 

　
北
星
園
民
営
化
支

援
事
業
は
何
年
度
ま
で
続
く
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　  

民
営
化
後
10

年
間
の
補
償
。

　
　
　
　 

　
社
会
福
祉
総
務
費

の
灯
油
購
入
助
成
は
。

　
　
　
　
　
　
　  

平
成
24
年
度

か
ら
恒
久
的
な
助
成
事
業
と
し

て
５
年
間
を
目
途
に
制
定
。
そ

の
後
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

　
　
　
　 

患
者
輸
送
バ
ス
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
で
、
買
い
物
を
す

る
人
達
の
足
を
十
分
に
確
保
出

来
る
と
考
え
る
か
。

　
　
　
　 

　
行
き
た
い
時
に
行

け
な
い
部
分
も
あ
り
、
十
分
で

は
な
い
。
生
活
支
援
の
在
り
方

の
中
で
生
活
交
通
と
い
う
こ
と

も
議
論
し
て
い
く
。

《
農
林
水
産
費
》

　
　
　
　 

有
害
鳥
獣
駆
除
の
委

託
を
今
年
は
ど
う
予
算
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
鹿
に
関
し
て
は

２
千
円
程
上
げ
て
、
50
頭
程
多

く
み
て
い
る
。
有
害
駆
除
の
許

可
を
持
っ
た
者
が
、
幌
延
町
一

円
で
の
駆
除
に
限
定
。

　
　
　
　 

農
協
ヘ
ル
パ
ー
利
用

組
合
補
助
金
が
増
え
、
乳
検
は

減
っ
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
　
ヘ
ル
パ
ー
を
増

員
し
た
い
と
い
う
農
協
か
ら
の

要
請
。
乳
検
は
検
査
頭
数
が
減
り
、

職
員
の
人
件
費
が
落
ち
て
い
る
。

　
　
　
　 

地
図
情
報
更
新
事
業

で
、
航
空
地
図
は
更
新
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　  

　
14
年
経
っ
て

お
り
、
堆
肥
舎
だ
と
か
新
し
い

も
の
が
出
来
て
い
る
中
で
、
修

正
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

《
商
工
費
》

　
　
　
　 

　
名
林
公
園
の
土
地

を
町
で
財
産
取
得
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
　
今
後
ど
の
よ
う

な
形
が
い
い
の
か
考
え
る
。

《
土
木
費
》

　
　
　
　 

町
道
舗
装
補
修
の

オ
ー
バ
ー
レ
イ
と
は
。

　
　
　
　
　
　
穴
が
開
い
た
箇

所
や
窪
ん
だ
所
を
、
上
か
ら
か

ぶ
せ
て
補
修
す
る
。

《
教
育
費
》

　
　
　
　 

小
中
学
校
テ
レ
ビ
会

議
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
は
。

　
　
　
　
　
　  

　
平
成
７
年
に

設
置
し
た
が
、
現
在
は
不
備
で

使
用
出
来
な
い
の
で
シ
ス
テ
ム

を
更
新
し
、
３
校
合
同
授
業
を

考
え
る
。
町
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
関
係
も

テ
レ
ビ
会
議
が
出
来
る
。

　
　
　
　 

学
校
教
育
の
謝
礼
の

中
に
は
何
が
含
ま
れ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　  

　
総
合
的
な
学

習
の
謝
礼
、
校
舎
管
理
謝
礼
、

柔
道
・
剣
道
の
謝
礼
。

　
　
　
　 

　
総
合
体
育
館
の
大

幅
改
修
は
、
ど
う
い
う
予
定
か
。

　
　
　
　
　
　  

　
改
修
は
９
月

の
お
も
し
ろ
科
学
館
終
了
後
か

ら
２
月
末
ま
で
を
予
定
。
代
替

施
設
は
各
学
校
体
育
館
を
検
討
。

《
歳
　入
》

　
　
　
　 

原
子
力
機
構
の
地
下

坑
道
の
固
定
資
産
税
は
。

　
　
　
　
　
　
ト
ン
ネ
ル
扱
い

で
耐
用
年
数
は
供
用
と
な
っ
て

い
れ
ば
確
か
30
年
。
償
却
資
産

な
の
で
、
機
構
か
ら
町
に
申
告

し
た
数
字
を
基
に
課
税
し
た
。

《
総
　括
》

　
　
　
　 

観
光
大
使
の
件
は
ど

こ
ま
で
話
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　 

　
所
属
音
楽
事
務
所

か
ら
町
に
話
が
あ
り
「
井
上
君

が
幌
延
町
の
観
光
大
使
と
し
て

自
ら
を
役
立
て
て
欲
し
い
と
強

く
希
望
し
て
る
」
と
の
こ
と
で
、

話
を
受
け
た
。
観
光
協
会
長
と

具
体
的
に
依
頼
、
就
任
に
向
け

て
話
を
進
め
た
い
。

　
　
　
　 

３
月
31
日
ま
で
に
独

立
行
政
法
人
原
子
力
機
構
が
国

立
研
究
開
発
法
人
と
な
り
、
５

年
か
ら
７
年
に
変
更
と
な
っ
た

中
長
期
計
画
に
つ
い
て
、
町
政

執
行
方
針
で
も
触
れ
て
い
な
い

が
、
話
し
合
い
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　 

　
私
が
聞
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
そ
の
話
は
し
て
い

な
い
し
、
現
状
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
　
　
　 

　
防
災
備
蓄
の
保
有

数
は
。

　
　
　
　
　
　
非
常
食
１
千
４

百
食
、
飲
み
水
２
ℓ
が
６
百
12
本
、

毛
布
が
幌
延
40
、
問
寒
別
50
枚
。

　
　
　
　 

こ
ざ
く
ら
荘
支
援
事

業
の
補
助
金
は
、
23
年
度
に
10

床
増
や
し
た
時
点
で
こ
う
な
る

事
が
わ
か
っ
て
い
て
約
束
し
て

い
た
の
か
。
そ
れ
と
も
出
資
し

て
い
る
の
で
、
補
助
金
を
出
す

の
か
。

　
　
　
　 

　
高
齢
者
を
支
援
す

る
建
物
が
他
に
な
く
、
採
算
が

合
わ
な
い
か
ら
と
い
う
だ
け
で

手
放
す
わ
け
は
い
か
な
い
。
現

場
の
ほ
う
も
そ
れ
ぞ
れ
き
つ
い

中
で
改
善
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
信
じ
、
こ
の
施
設
を
守
り

た
い
と
い
う
思
い
だ
。
今
後
は

プ
ラ
マ
イ
が
ゼ
ロ
に
な
る
の
か
、

マ
イ
ナ
ス
部
分
を
減
ら
す
状
態

を
作
れ
る
の
か
、
一
生
懸
命
対

策
を
練
っ
て
協
議
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
　 

民
間
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
役
場
の
ほ
う
で
指
導
す
る

立
場
か
。

　
　
　
　 

　
は
い
。
担
当
の
ほ

う
で
指
導
し
て
い
き
、
改
善
策

を
練
る
。

　
　
　
　 

町
長
の
27
年
度
予
算

に
賭
け
る
思
い
は
。

　
　
　
　 

　
日
程
的
に
も
大
変

押
し
迫
り
、
職
員
の
方
々
も
ず
っ

ほろのべ議会だより 第83号　② ほろのべ議会だより 第83号　①

と
無
理
を
し
て
、
や
っ
と
予
算

書
が
作
成
さ
れ
た
。
担
当
課
が

一
生
懸
命
考
え
た
こ
と
、
私
が

執
行
方
針
で
言
っ
て
き
た
こ
と

で
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
も
の
に
対

し
て
は
、
予
算
付
け
と
な
っ
た
。

　
　
　
　 

職
員
採
用
に
つ
い
て

の
考
え
方
は
。

　
　
　
　 

　
新
し
い
職
員
を
定

期
的
に
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
、

中
間
が
抜
け
て
し
ま
う
。
今
、

優
秀
な
職
員
の
中
で
中
堅
職
員

を
育
て
て
い
た
だ
い
て
、
こ
の

後
に
続
く
職
員
づ
く
り
を
今
後

考
え
て
行
く
べ
き
と
自
負
す
る
。

斎
賀
委
員

梶
総
務
主
査

梶
総
務
主
査

斎
賀
委
員

斎
賀
委
員

角
山
企
画
振
興
主
査

角
山
企
画
振
興
主
査

角
山
企
画
振
興
主
査

角
山
企
画
振
興
主
査

岡
田
生
活
環
境
主
査

渡
邊
保
健
福
祉
主
査

村
上
保
健
福
祉
主
幹

鷲
見
委
員

高
橋
委
員

佐
々
木
委
員

佐
々
木
委
員

梶
総
務
主
査

梶
総
務
主
査

無
量
谷
委
員

無
量
谷
委
員

無
量
谷
委
員

岩
川
副
町
長

無
量
谷
委
員

無
量
谷
委
員

佐
々
木
委
員

岩
川
副
町
長

岩
川
副
町
長

佐
々
木
委
員

野
々
村
町
長

無
量
谷
委
員

斎
賀
委
員

斎
賀
委
員

鷲
見
委
員

野
々
村
町
長

野
々
村
町
長

野
々
村
町
長

高
橋
委
員

高
橋
委
員

植
村
委
員

田
村
総
務
学
校
主
幹

斎
賀
委
員

田
村
総
務
学
校
主
幹

戸
川
社
会
教
育
主
査

斎
賀
委
員

吉
原
委
員

高
田
経
済
課
長

吉
原
委
員

斎
賀
委
員

高
田
経
済
課
長

高
田
経
済
課
長

飯
田
会
計
課
長

山
本
総
務
主
幹

高
田
経
済
課
長

高
橋
委
員

足
達
農
委
事
務
局
長

鷲
見
委
員
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《
総
務
費
》

　
　
　
　 

Ｏ
Ａ
機
器
等
廃
棄
業

務
56
万
２
千
円
と
あ
る
が
、
取

引
業
者
に
廃
棄
さ
せ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
情
報
漏
え
い
を
防

ぐ
た
め
、
専
門
業
者
に
機
器
回
収
、

デ
ー
タ
消
去
、
処
分
ま
で
委
託

す
る
。

　
　
　
　
遠
別
民
放
ラ
ジ
オ
中

継
局
管
理
に
例
年
の
倍
近
く
予

算
計
上
し
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　  

局
舎
の
吸
排

気
設
備
改
修
費
用
が
の
っ
て
い

る
。

　
　
　
　
町
史
記
録
用
映
像
作

製
は
ど
う
計
上
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　  

単
年
度
ご
と

に
契
約
。
今
年
は
空
撮
を
し
、

１
２
０
周
年
に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
を
つ
く
る
。

　
　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
情

報
収
集
事
業
１
千
90
万
は
地
方

創
生
の
絡
み
か
。

　
　
　
　
　
　
　  

例
年
計
上
し

て
い
る
経
費
で
、
27
年
度
は
児

童
生
徒
プ
ラ
ス
一
般
と
い
う
形

で
２
回
見
学
会
を
実
施
予
定
。

　
　
　
　
　
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
は

ど
う
整
備
し
、
町
民
皆
さ
ん
へ

の
周
知
は
。

　
　
　
　
　
27
年
度
は
各
種
シ

ス
テ
ム
改
修
、
サ
ー
バ
ー
と
の

連
携
テ
ス
ト
等
を
行
い
、
10
月

以
降
に
個
人
番
号
が
付
番
さ
れ

る
。
庁
内
で
連
絡
検
討
す
る
組

織
を
立
ち
上
げ
て
い
る
の
で
、

あ
る
程
度
形
に
な
っ
て
き
た
段

階
で
町
民
に
順
次
お
知
ら
せ
し

て
い
く
。

　
　
　
　
　
カ
ー
ド
交
付
の
予

定
時
期
は
。

　
　
　
　
　
交
付
申
請
を
出
す

と
、
28
年
１
月
以
降
に
順
次
交

付
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
深
地
層
研
究
等
の

広
報
事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　  

消
耗
品
、
広

告
費
、
委
託
料
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
景
観
整
備
事
業
の

内
容
は
。

　
　
　
　
　
職
員
住
宅
の
解
体

で
、
４
百
１
万
４
千
円
。

　
　
　
　
　
職
員
住
宅
が
足
り

な
い
状
況
な
の
で
、
延
命
は
考

え
ら
れ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
老
朽
化
し
、
補
修

出
来
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断

し
た
。
土
地
の
有
効
活
用
を
図
る
。

　
　
　
　
交
通
安
全
推
進
協
議

平成27年度各会計予算

総額64億9,622万2千円総額64億9,622万2千円64億9,622万2千円総額
一般会計　53億7,800万円

～西澤裕之氏を予算審査特別委員長に選任し、平成27年３月11～12日の審査の結果、原案どおり可決しました～

一
般
会
計

一
般
会
計

会
の
増
額
は
。

　
　
　
　
　
　
　  

交
通
安
全
の

旗
と
の
ぼ
り
の
購
入
。

《
民
生
費
》

　
　
　
　 
　
北
星
園
民
営
化
支

援
事
業
は
何
年
度
ま
で
続
く
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　  
民
営
化
後
10

年
間
の
補
償
。

　
　
　
　 

　
社
会
福
祉
総
務
費

の
灯
油
購
入
助
成
は
。

　
　
　
　
　
　
　  

平
成
24
年
度

か
ら
恒
久
的
な
助
成
事
業
と
し

て
５
年
間
を
目
途
に
制
定
。
そ

の
後
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

　
　
　
　 

患
者
輸
送
バ
ス
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
で
、
買
い
物
を
す

る
人
達
の
足
を
十
分
に
確
保
出

来
る
と
考
え
る
か
。

　
　
　
　 

　
行
き
た
い
時
に
行

け
な
い
部
分
も
あ
り
、
十
分
で

は
な
い
。
生
活
支
援
の
在
り
方

の
中
で
生
活
交
通
と
い
う
こ
と

も
議
論
し
て
い
く
。

《
農
林
水
産
費
》

　
　
　
　 

有
害
鳥
獣
駆
除
の
委

託
を
今
年
は
ど
う
予
算
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
鹿
に
関
し
て
は

２
千
円
程
上
げ
て
、
50
頭
程
多

く
み
て
い
る
。
有
害
駆
除
の
許

可
を
持
っ
た
者
が
、
幌
延
町
一

円
で
の
駆
除
に
限
定
。

　
　
　
　 

農
協
ヘ
ル
パ
ー
利
用

組
合
補
助
金
が
増
え
、
乳
検
は

減
っ
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
　
ヘ
ル
パ
ー
を
増

員
し
た
い
と
い
う
農
協
か
ら
の

要
請
。
乳
検
は
検
査
頭
数
が
減
り
、

職
員
の
人
件
費
が
落
ち
て
い
る
。

　
　
　
　 

地
図
情
報
更
新
事
業

で
、
航
空
地
図
は
更
新
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　  

　
14
年
経
っ
て

お
り
、
堆
肥
舎
だ
と
か
新
し
い

も
の
が
出
来
て
い
る
中
で
、
修

正
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

《
商
工
費
》

　
　
　
　 

　
名
林
公
園
の
土
地

を
町
で
財
産
取
得
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
　
今
後
ど
の
よ
う

な
形
が
い
い
の
か
考
え
る
。

《
土
木
費
》

　
　
　
　 

町
道
舗
装
補
修
の

オ
ー
バ
ー
レ
イ
と
は
。

　
　
　
　
　
　
穴
が
開
い
た
箇

所
や
窪
ん
だ
所
を
、
上
か
ら
か

ぶ
せ
て
補
修
す
る
。

《
教
育
費
》

　
　
　
　 

小
中
学
校
テ
レ
ビ
会

議
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
は
。

　
　
　
　
　
　  

　
平
成
７
年
に

設
置
し
た
が
、
現
在
は
不
備
で

使
用
出
来
な
い
の
で
シ
ス
テ
ム

を
更
新
し
、
３
校
合
同
授
業
を

考
え
る
。
町
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
関
係
も

テ
レ
ビ
会
議
が
出
来
る
。

　
　
　
　 

学
校
教
育
の
謝
礼
の

中
に
は
何
が
含
ま
れ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　  

　
総
合
的
な
学

習
の
謝
礼
、
校
舎
管
理
謝
礼
、

柔
道
・
剣
道
の
謝
礼
。

　
　
　
　 

　
総
合
体
育
館
の
大

幅
改
修
は
、
ど
う
い
う
予
定
か
。

　
　
　
　
　
　  

　
改
修
は
９
月

の
お
も
し
ろ
科
学
館
終
了
後
か

ら
２
月
末
ま
で
を
予
定
。
代
替

施
設
は
各
学
校
体
育
館
を
検
討
。

《
歳
　入
》

　
　
　
　 

原
子
力
機
構
の
地
下

坑
道
の
固
定
資
産
税
は
。

　
　
　
　
　
　
ト
ン
ネ
ル
扱
い

で
耐
用
年
数
は
供
用
と
な
っ
て

い
れ
ば
確
か
30
年
。
償
却
資
産

な
の
で
、
機
構
か
ら
町
に
申
告

し
た
数
字
を
基
に
課
税
し
た
。

《
総
　括
》

　
　
　
　 

観
光
大
使
の
件
は
ど

こ
ま
で
話
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　 

　
所
属
音
楽
事
務
所

か
ら
町
に
話
が
あ
り
「
井
上
君

が
幌
延
町
の
観
光
大
使
と
し
て

自
ら
を
役
立
て
て
欲
し
い
と
強

く
希
望
し
て
る
」
と
の
こ
と
で
、

話
を
受
け
た
。
観
光
協
会
長
と

具
体
的
に
依
頼
、
就
任
に
向
け

て
話
を
進
め
た
い
。

　
　
　
　 

３
月
31
日
ま
で
に
独

立
行
政
法
人
原
子
力
機
構
が
国

立
研
究
開
発
法
人
と
な
り
、
５

年
か
ら
７
年
に
変
更
と
な
っ
た

中
長
期
計
画
に
つ
い
て
、
町
政

執
行
方
針
で
も
触
れ
て
い
な
い

が
、
話
し
合
い
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　 

　
私
が
聞
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
そ
の
話
は
し
て
い

な
い
し
、
現
状
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
　
　
　 

　
防
災
備
蓄
の
保
有

数
は
。

　
　
　
　
　
　
非
常
食
１
千
４

百
食
、
飲
み
水
２
ℓ
が
６
百
12
本
、

毛
布
が
幌
延
40
、
問
寒
別
50
枚
。

　
　
　
　 

こ
ざ
く
ら
荘
支
援
事

業
の
補
助
金
は
、
23
年
度
に
10

床
増
や
し
た
時
点
で
こ
う
な
る

事
が
わ
か
っ
て
い
て
約
束
し
て

い
た
の
か
。
そ
れ
と
も
出
資
し

て
い
る
の
で
、
補
助
金
を
出
す

の
か
。

　
　
　
　 

　
高
齢
者
を
支
援
す

る
建
物
が
他
に
な
く
、
採
算
が

合
わ
な
い
か
ら
と
い
う
だ
け
で

手
放
す
わ
け
は
い
か
な
い
。
現

場
の
ほ
う
も
そ
れ
ぞ
れ
き
つ
い

中
で
改
善
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
信
じ
、
こ
の
施
設
を
守
り

た
い
と
い
う
思
い
だ
。
今
後
は

プ
ラ
マ
イ
が
ゼ
ロ
に
な
る
の
か
、

マ
イ
ナ
ス
部
分
を
減
ら
す
状
態

を
作
れ
る
の
か
、
一
生
懸
命
対

策
を
練
っ
て
協
議
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
　 

民
間
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
役
場
の
ほ
う
で
指
導
す
る

立
場
か
。

　
　
　
　 

　
は
い
。
担
当
の
ほ

う
で
指
導
し
て
い
き
、
改
善
策

を
練
る
。

　
　
　
　 

町
長
の
27
年
度
予
算

に
賭
け
る
思
い
は
。

　
　
　
　 

　
日
程
的
に
も
大
変

押
し
迫
り
、
職
員
の
方
々
も
ず
っ

ほろのべ議会だより 第83号　② ほろのべ議会だより 第83号　①

と
無
理
を
し
て
、
や
っ
と
予
算

書
が
作
成
さ
れ
た
。
担
当
課
が

一
生
懸
命
考
え
た
こ
と
、
私
が

執
行
方
針
で
言
っ
て
き
た
こ
と

で
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
も
の
に
対

し
て
は
、
予
算
付
け
と
な
っ
た
。

　
　
　
　 

職
員
採
用
に
つ
い
て

の
考
え
方
は
。

　
　
　
　 

　
新
し
い
職
員
を
定

期
的
に
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
、

中
間
が
抜
け
て
し
ま
う
。
今
、

優
秀
な
職
員
の
中
で
中
堅
職
員

を
育
て
て
い
た
だ
い
て
、
こ
の

後
に
続
く
職
員
づ
く
り
を
今
後

考
え
て
行
く
べ
き
と
自
負
す
る
。

斎
賀
委
員

梶
総
務
主
査

梶
総
務
主
査

斎
賀
委
員

斎
賀
委
員

角
山
企
画
振
興
主
査

角
山
企
画
振
興
主
査

角
山
企
画
振
興
主
査

角
山
企
画
振
興
主
査

岡
田
生
活
環
境
主
査

渡
邊
保
健
福
祉
主
査

村
上
保
健
福
祉
主
幹

鷲
見
委
員

高
橋
委
員

佐
々
木
委
員

佐
々
木
委
員

梶
総
務
主
査

梶
総
務
主
査

無
量
谷
委
員

無
量
谷
委
員

無
量
谷
委
員

岩
川
副
町
長

無
量
谷
委
員

無
量
谷
委
員

佐
々
木
委
員

岩
川
副
町
長

岩
川
副
町
長

佐
々
木
委
員

野
々
村
町
長

無
量
谷
委
員

斎
賀
委
員

斎
賀
委
員

鷲
見
委
員

野
々
村
町
長

野
々
村
町
長

野
々
村
町
長

高
橋
委
員

高
橋
委
員

植
村
委
員

田
村
総
務
学
校
主
幹

斎
賀
委
員

田
村
総
務
学
校
主
幹

戸
川
社
会
教
育
主
査

斎
賀
委
員

吉
原
委
員

高
田
経
済
課
長

吉
原
委
員

斎
賀
委
員

高
田
経
済
課
長

高
田
経
済
課
長

飯
田
会
計
課
長

山
本
総
務
主
幹

高
田
経
済
課
長

高
橋
委
員

足
達
農
委
事
務
局
長

鷲
見
委
員

3　◀ほろのべの窓　2015.5月号



（
抜
粋
）

《
総
務
費
》

　
　
　
　 

Ｏ
Ａ
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老
朽
化
し
、
補
修

出
来
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断

し
た
。
土
地
の
有
効
活
用
を
図
る
。

　
　
　
　
交
通
安
全
推
進
協
議

会
の
増
額
は
。

　
　
　
　
　
　
　  

交
通
安
全
の

旗
と
の
ぼ
り
の
購
入
。

《
民
生
費
》

　
　
　
　 

　
北
星
園
民
営
化
支

援
事
業
は
何
年
度
ま
で
続
く
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　  

民
営
化
後
10

年
間
の
補
償
。

　
　
　
　 

　
社
会
福
祉
総
務
費

の
灯
油
購
入
助
成
は
。

　
　
　
　
　
　
　  

平
成
24
年
度

か
ら
恒
久
的
な
助
成
事
業
と
し

て
５
年
間
を
目
途
に
制
定
。
そ

の
後
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

　
　
　
　 

患
者
輸
送
バ
ス
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
で
、
買
い
物
を
す

る
人
達
の
足
を
十
分
に
確
保
出

来
る
と
考
え
る
か
。

　
　
　
　 

　
行
き
た
い
時
に
行

け
な
い
部
分
も
あ
り
、
十
分
で

は
な
い
。
生
活
支
援
の
在
り
方

の
中
で
生
活
交
通
と
い
う
こ
と

も
議
論
し
て
い
く
。

《
農
林
水
産
費
》

　
　
　
　 

有
害
鳥
獣
駆
除
の
委

託
を
今
年
は
ど
う
予
算
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
鹿
に
関
し
て
は

２
千
円
程
上
げ
て
、
50
頭
程
多

く
み
て
い
る
。
有
害
駆
除
の
許

可
を
持
っ
た
者
が
、
幌
延
町
一

円
で
の
駆
除
に
限
定
。

　
　
　
　 

農
協
ヘ
ル
パ
ー
利
用

組
合
補
助
金
が
増
え
、
乳
検
は

減
っ
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
　
ヘ
ル
パ
ー
を
増

員
し
た
い
と
い
う
農
協
か
ら
の

要
請
。
乳
検
は
検
査
頭
数
が
減
り
、

職
員
の
人
件
費
が
落
ち
て
い
る
。

　
　
　
　 

地
図
情
報
更
新
事
業

で
、
航
空
地
図
は
更
新
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　  

　
14
年
経
っ
て

お
り
、
堆
肥
舎
だ
と
か
新
し
い

も
の
が
出
来
て
い
る
中
で
、
修

正
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

《
商
工
費
》

　
　
　
　 

　
名
林
公
園
の
土
地

を
町
で
財
産
取
得
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
　
今
後
ど
の
よ
う

な
形
が
い
い
の
か
考
え
る
。

《
土
木
費
》

　
　
　
　 

町
道
舗
装
補
修
の

オ
ー
バ
ー
レ
イ
と
は
。

　
　
　
　
　
　
穴
が
開
い
た
箇

所
や
窪
ん
だ
所
を
、
上
か
ら
か

ぶ
せ
て
補
修
す
る
。

《
教
育
費
》

　
　
　
　 

小
中
学
校
テ
レ
ビ
会

議
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
は
。

　
　
　
　
　
　  

　
平
成
７
年
に

設
置
し
た
が
、
現
在
は
不
備
で

使
用
出
来
な
い
の
で
シ
ス
テ
ム

を
更
新
し
、
３
校
合
同
授
業
を

考
え
る
。
町
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
関
係
も

テ
レ
ビ
会
議
が
出
来
る
。

　
　
　
　 

学
校
教
育
の
謝
礼
の

中
に
は
何
が
含
ま
れ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　  

　
総
合
的
な
学

習
の
謝
礼
、
校
舎
管
理
謝
礼
、

柔
道
・
剣
道
の
謝
礼
。

　
　
　
　 

　
総
合
体
育
館
の
大

幅
改
修
は
、
ど
う
い
う
予
定
か
。

　
　
　
　
　
　  

　
改
修
は
９
月

の
お
も
し
ろ
科
学
館
終
了
後
か

ら
２
月
末
ま
で
を
予
定
。
代
替

施
設
は
各
学
校
体
育
館
を
検
討
。

《
歳
　入
》

　
　
　
　 

原
子
力
機
構
の
地
下

坑
道
の
固
定
資
産
税
は
。

　
　
　
　
　
　
ト
ン
ネ
ル
扱
い

で
耐
用
年
数
は
供
用
と
な
っ
て

い
れ
ば
確
か
30
年
。
償
却
資
産

な
の
で
、
機
構
か
ら
町
に
申
告

し
た
数
字
を
基
に
課
税
し
た
。

《
総
　括
》

　
　
　
　 

観
光
大
使
の
件
は
ど

こ
ま
で
話
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　 

　
所
属
音
楽
事
務
所

か
ら
町
に
話
が
あ
り
「
井
上
君

が
幌
延
町
の
観
光
大
使
と
し
て

自
ら
を
役
立
て
て
欲
し
い
と
強

く
希
望
し
て
る
」
と
の
こ
と
で
、

話
を
受
け
た
。
観
光
協
会
長
と

具
体
的
に
依
頼
、
就
任
に
向
け

て
話
を
進
め
た
い
。

　
　
　
　 

３
月
31
日
ま
で
に
独

立
行
政
法
人
原
子
力
機
構
が
国

立
研
究
開
発
法
人
と
な
り
、
５

年
か
ら
７
年
に
変
更
と
な
っ
た

中
長
期
計
画
に
つ
い
て
、
町
政

執
行
方
針
で
も
触
れ
て
い
な
い

が
、
話
し
合
い
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　 

　
私
が
聞
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
そ
の
話
は
し
て
い

な
い
し
、
現
状
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
　
　
　 

　
防
災
備
蓄
の
保
有

数
は
。

　
　
　
　
　
　
非
常
食
１
千
４

百
食
、
飲
み
水
２
ℓ
が
６
百
12
本
、

毛
布
が
幌
延
40
、
問
寒
別
50
枚
。

　
　
　
　 

こ
ざ
く
ら
荘
支
援
事

業
の
補
助
金
は
、
23
年
度
に
10

床
増
や
し
た
時
点
で
こ
う
な
る

事
が
わ
か
っ
て
い
て
約
束
し
て

い
た
の
か
。
そ
れ
と
も
出
資
し

て
い
る
の
で
、
補
助
金
を
出
す

の
か
。

　
　
　
　 

　
高
齢
者
を
支
援
す

る
建
物
が
他
に
な
く
、
採
算
が

合
わ
な
い
か
ら
と
い
う
だ
け
で

手
放
す
わ
け
は
い
か
な
い
。
現

場
の
ほ
う
も
そ
れ
ぞ
れ
き
つ
い

中
で
改
善
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
信
じ
、
こ
の
施
設
を
守
り

た
い
と
い
う
思
い
だ
。
今
後
は

プ
ラ
マ
イ
が
ゼ
ロ
に
な
る
の
か
、

マ
イ
ナ
ス
部
分
を
減
ら
す
状
態

を
作
れ
る
の
か
、
一
生
懸
命
対

策
を
練
っ
て
協
議
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
　 

民
間
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
役
場
の
ほ
う
で
指
導
す
る

立
場
か
。

　
　
　
　 

　
は
い
。
担
当
の
ほ

う
で
指
導
し
て
い
き
、
改
善
策

を
練
る
。

　
　
　
　 

町
長
の
27
年
度
予
算

に
賭
け
る
思
い
は
。

　
　
　
　 

　
日
程
的
に
も
大
変

押
し
迫
り
、
職
員
の
方
々
も
ず
っ

2氏が一般質問
地域の課題をとらえて地域の課題をとらえて

町
政
執
行
方
針
に

つ
い
て
聞
く

西 澤　裕 之

　
　
　
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン

タ
ー
及
び
幌
延
地
圏
環
境
研
究

所
は
、
地
方
版
総
合
戦
略
に
と
っ

て
鍵
と
な
る
施
設
だ
と
考
え
る

が
、
町
長
の
見
解
は
。

　
　
　
そ
う
認
識
し
て
い
る
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
盛
り
込
む
施
策
等

の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
様
々

な
面
に
お
い
て
両
研
究
機
関
も

考
慮
し
な
が
ら
策
定
を
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
福
祉
事
業
者
が
少
な
く
、

サ
ー
ビ
ス
も
限
ら
れ
た
本
町
に

お
い
て
、
在
宅
高
齢
者
が
抱
え

る
問
題
に
ど
う
対
処
し
て
い
け

る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

住
み
続
け
る
た
め
に
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
重
要
性
と

そ
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く

な
っ
て
お
り
、
対
策
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
。

　
　
　
今
後
、
力
を
入
れ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
高
齢

者
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
両
輪
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
望
ま
れ
る
の
か
、

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
充

実
を
図
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

　
　
　
通
学
支
援
の
な
い
地
域

に
通
う
世
帯
へ
の
支
援
、
下
宿

や
寮
等
へ
の
支
援
な
ど
、
高
校

生
世
帯
ま
で
子
育
て
支
援
を
拡

充
す
る
考
え
は
な
い
か
。
よ
り

安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
少

子
化
対
策
に
繋
が
り
、
ま
た
定

住
や
移
住
の
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
結
果
的
に
人

口
減
少
問
題
の
解
決
策
の
一
例

に
な
る
と
考
え
る
が
。

　
　
　
今
後
策
定
す
る
「
幌
延

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合

戦
略
」
に
お
い
て
、
住
民
や
関

係
機
関
か
ら
の
意
見
を
幅
広
く

伺
い
な
が
ら
、
定
住
や
子
育
て

施
策
の
１
つ
と
し
て
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　
住
宅
の
確
保
・
供
給
と
、

空
き
地
・
空
き
家
の
対
策
は
。

　
　
　
空
き
地
・
空
き
家
対
策

に
つ
い
て
は
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
国
や

各
自
治
体
か
ら
提
供
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
等
、
様
々
な
先
行
事

例
を
参
考
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

　
住
宅
等
に
関
す
る
定
住
施
策

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
実
施

し
た
施
策
の
成
果
を
十
分
検
討

し
、
状
況
に
応
じ
た
施
策
を
総

合
戦
略
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

幌
延
町
に
お
け
る
医
療
・

福
祉
・
介
護
と
酪
農
に

つ
い
て
聞
く

鷲 見　　 悟

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　
　
　
第
６
期
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
設
定
し

た
の
か
。

　
　
　
い
ろ
い
ろ
な
計
算
に
基

づ
き
、
全
国
平
均
並
み
の
保
険

料
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
基
準
と
な
る
第
５

段
階
で
月
額
５
千
４
百
16
円
（
年

額
６
万
５
千
円
）
と
な
り
、
年

額
５
千
８
百
円
の
減
額
と
な
る
。

国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て

　
　
　
国
民
健
康
保
険
料
は
運

営
も
厳
し
い
が
、
支
払
う
町
民

も
大
変
な
の
が
現
状
。
低
所
得

層
の
減
免
を
増
や
し
た
ら
ど
う

か
。

　
　
　
検
討
の
上
、
考
え
た
い
。

　
　
　
年
金
は
２
０
１
０
年
以

降
下
が
り
続
け
て
い
る
。
高
齢

者
が
少
し
で
も
健
康
で
働
き
続

け
る
た
め
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
等
の
設
置
な
ど
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
今
後
、
考
え
て
み
る
。

こ
ざ
く
ら
荘
に
つ
い
て

　
　
　
介
護
保
険
事
業
の
中
心

的
施
設
で
あ
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
こ
ざ
く
ら
荘
に
対
し
、

運
営
の
支
援
、
強
化
を
述
べ
て

い
る
が
、
今
後
の
施
設
運
営
に

お
い
て
、
ど
う
展
開
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
い
ろ
い
ろ
な
経
過
が

あ
っ
て
、（
病
院
か
ら
診
療
所
へ
）

10
床
を
増
床
し
た
こ
と
で
小
規

模
型
か
ら
外
れ
て
、
報
酬
等
の

算
定
か
ら
加
算
が
な
く
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
運
営
が
厳

し
く
な
っ
た
。
経
営
の
改
善
を

図
り
な
が
ら
、
今
後
も
支
援
は

行
っ
て
い
く
。

近
隣
町
村
と
の
医
療
連
携
に
つ

い
て

　
　
　
医
療
機
関
（
病
院
・
診

療
所
）
の
近
隣
町
村
や
稚
内
、

旭
川
な
ど
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

ま
た
地
域
性
の
あ
る
町
独
自
の

運
営
方
法
を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
現
状
通
り
で
、
特
に
考

え
て
い
な
い
。
今
の
ま
ま
で
い

い
と
思
う
。

障
害
者
総
合
支
援
法
に
つ
い
て

　
　
　
障
害
者
総
合
支
援
法
の

介
護
保
険
優
先
の
原
則
か
ら
、

障
害
者
が
65
歳
に
な
る
と
介
護

保
険
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
が
、

本
町
で
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
１
名
の
方
が
い
る
。

今
ま
で
は
障
害
者
年
金
と
い
う

形
で
二
重
給
付
を
さ
れ
て
い
た

が
、
税
の
公
平
の
観
点
か
ら
そ

う
な
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。

基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
に
つ
い
て

　
　
　
離
農
が
進
み
、
酪
農
家

が
減
少
し
て
い
る
。
新
規
就
農

者
に
対
す
る
助
成
や
後
継
者
対

策
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
ど

う
進
め
る
考
え
か
。

　
　
　
平
成
25
年
度
に
新
規
就

農
者
へ
の
助
成
に
つ
い
て
、
条

例
を
制
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に

基
づ
い
て
行
う
。

　
　
　
後
継
者
対
策
は
ど
う
行

う
の
か
。

　
　
　
婚
活
支
援
に
努
め
る
こ

と
と
し
、
農
協
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
機
関
と
共
に
推
進
す
る
。

　
　
　
北
見
枝
幸
町
や
天
塩
町

な
ど
、
自
治
体
と
農
協
が
連
携

し
て
乳
代
補
助
を
出
し
て
い
る

が
、
幌
延
町
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
乳
代
は
国
と
関
係
機
関

で
決
定
さ
れ
る
こ
と
な
の
で
、

考
え
て
は
い
な
い
。

　
　
　
増
産
す
る
こ
と
に
対
す

る
補
助
と
い
う
考
え
方
で
の
補

助
は
考
え
ら
れ
る
の
か
。

　
　
　
ど
う
い
う
形
で
皆
さ
ん

の
意
欲
を
上
げ
て
い
け
る
の
か

は
、
考
え
た
い
。

ほろのべ議会だより 第83号　④ ほろのべ議会だより 第83号　③

と
無
理
を
し
て
、
や
っ
と
予
算

書
が
作
成
さ
れ
た
。
担
当
課
が

一
生
懸
命
考
え
た
こ
と
、
私
が

執
行
方
針
で
言
っ
て
き
た
こ
と

で
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
も
の
に
対

し
て
は
、
予
算
付
け
と
な
っ
た
。

　
　
　
　 

職
員
採
用
に
つ
い
て

の
考
え
方
は
。

　
　
　
　 

　
新
し
い
職
員
を
定

期
的
に
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
、

中
間
が
抜
け
て
し
ま
う
。
今
、

優
秀
な
職
員
の
中
で
中
堅
職
員

を
育
て
て
い
た
だ
い
て
、
こ
の

後
に
続
く
職
員
づ
く
り
を
今
後

考
え
て
行
く
べ
き
と
自
負
す
る
。

議 会 の 動 き
1月15日▶第64回議会報発行特別委員会
1月26日▶第１回幌延町議会臨時会
1月26日▶第２回産業厚生常任委員会
1月26日▶第１回総務文教常任委員会
2月2日～3日▶宗谷町村議会議長会定期総会（稚内市）
2月27日▶第１回議会運営委員会
2月27日▶第２回総務文教常任委員会
2月27日▶第３回産業厚生常任委員会
2月27日▶第１回全員協議会
3月4日▶第２回議会運営委員会
3月10日～12日▶第２回幌延町議会定例会
3月12日▶第２回全員協議会
4月1日▶第65回議会報発行特別委員会
4月10日▶第66回議会報発行特別委員会

学舎を後にする問寒別中の卒業生

野
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村
町
長
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員
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長
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問
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長
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長
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問
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長
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問
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長
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問
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問
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問
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長
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長
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問
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（
抜
粋
）

《
総
務
費
》

　
　
　
　 

Ｏ
Ａ
機
器
等
廃
棄
業

務
56
万
２
千
円
と
あ
る
が
、
取

引
業
者
に
廃
棄
さ
せ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
情
報
漏
え
い
を
防

ぐ
た
め
、
専
門
業
者
に
機
器
回
収
、

デ
ー
タ
消
去
、
処
分
ま
で
委
託

す
る
。

　
　
　
　
遠
別
民
放
ラ
ジ
オ
中

継
局
管
理
に
例
年
の
倍
近
く
予

算
計
上
し
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　  

局
舎
の
吸
排

気
設
備
改
修
費
用
が
の
っ
て
い

る
。

　
　
　
　
町
史
記
録
用
映
像
作

製
は
ど
う
計
上
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　  

単
年
度
ご
と

に
契
約
。
今
年
は
空
撮
を
し
、

１
２
０
周
年
に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
を
つ
く
る
。

　
　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
情

報
収
集
事
業
１
千
90
万
は
地
方

創
生
の
絡
み
か
。

　
　
　
　
　
　
　  

例
年
計
上
し

て
い
る
経
費
で
、
27
年
度
は
児

童
生
徒
プ
ラ
ス
一
般
と
い
う
形

で
２
回
見
学
会
を
実
施
予
定
。

　
　
　
　
　
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
は

ど
う
整
備
し
、
町
民
皆
さ
ん
へ

の
周
知
は
。

　
　
　
　
　
27
年
度
は
各
種
シ

ス
テ
ム
改
修
、
サ
ー
バ
ー
と
の

連
携
テ
ス
ト
等
を
行
い
、
10
月

以
降
に
個
人
番
号
が
付
番
さ
れ

る
。
庁
内
で
連
絡
検
討
す
る
組

織
を
立
ち
上
げ
て
い
る
の
で
、

あ
る
程
度
形
に
な
っ
て
き
た
段

階
で
町
民
に
順
次
お
知
ら
せ
し

て
い
く
。

　
　
　
　
　
カ
ー
ド
交
付
の
予

定
時
期
は
。

　
　
　
　
　
交
付
申
請
を
出
す

と
、
28
年
１
月
以
降
に
順
次
交

付
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
深
地
層
研
究
等
の

広
報
事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　  

消
耗
品
、
広

告
費
、
委
託
料
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
景
観
整
備
事
業
の

内
容
は
。

　
　
　
　
　
職
員
住
宅
の
解
体

で
、
４
百
１
万
４
千
円
。

　
　
　
　
　
職
員
住
宅
が
足
り

な
い
状
況
な
の
で
、
延
命
は
考

え
ら
れ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
老
朽
化
し
、
補
修

出
来
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断

し
た
。
土
地
の
有
効
活
用
を
図
る
。

　
　
　
　
交
通
安
全
推
進
協
議

会
の
増
額
は
。

　
　
　
　
　
　
　  

交
通
安
全
の

旗
と
の
ぼ
り
の
購
入
。

《
民
生
費
》

　
　
　
　 

　
北
星
園
民
営
化
支

援
事
業
は
何
年
度
ま
で
続
く
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　  

民
営
化
後
10

年
間
の
補
償
。

　
　
　
　 

　
社
会
福
祉
総
務
費

の
灯
油
購
入
助
成
は
。

　
　
　
　
　
　
　  

平
成
24
年
度

か
ら
恒
久
的
な
助
成
事
業
と
し

て
５
年
間
を
目
途
に
制
定
。
そ

の
後
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

　
　
　
　 

患
者
輸
送
バ
ス
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
で
、
買
い
物
を
す

る
人
達
の
足
を
十
分
に
確
保
出

来
る
と
考
え
る
か
。

　
　
　
　 

　
行
き
た
い
時
に
行

け
な
い
部
分
も
あ
り
、
十
分
で

は
な
い
。
生
活
支
援
の
在
り
方

の
中
で
生
活
交
通
と
い
う
こ
と

も
議
論
し
て
い
く
。

《
農
林
水
産
費
》

　
　
　
　 

有
害
鳥
獣
駆
除
の
委

託
を
今
年
は
ど
う
予
算
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
鹿
に
関
し
て
は

２
千
円
程
上
げ
て
、
50
頭
程
多

く
み
て
い
る
。
有
害
駆
除
の
許

可
を
持
っ
た
者
が
、
幌
延
町
一

円
で
の
駆
除
に
限
定
。

　
　
　
　 

農
協
ヘ
ル
パ
ー
利
用

組
合
補
助
金
が
増
え
、
乳
検
は

減
っ
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
　
ヘ
ル
パ
ー
を
増

員
し
た
い
と
い
う
農
協
か
ら
の

要
請
。
乳
検
は
検
査
頭
数
が
減
り
、

職
員
の
人
件
費
が
落
ち
て
い
る
。

　
　
　
　 

地
図
情
報
更
新
事
業

で
、
航
空
地
図
は
更
新
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　  

　
14
年
経
っ
て

お
り
、
堆
肥
舎
だ
と
か
新
し
い

も
の
が
出
来
て
い
る
中
で
、
修

正
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

《
商
工
費
》

　
　
　
　 

　
名
林
公
園
の
土
地

を
町
で
財
産
取
得
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
　
今
後
ど
の
よ
う

な
形
が
い
い
の
か
考
え
る
。

《
土
木
費
》

　
　
　
　 

町
道
舗
装
補
修
の

オ
ー
バ
ー
レ
イ
と
は
。

　
　
　
　
　
　
穴
が
開
い
た
箇

所
や
窪
ん
だ
所
を
、
上
か
ら
か

ぶ
せ
て
補
修
す
る
。

《
教
育
費
》

　
　
　
　 

小
中
学
校
テ
レ
ビ
会

議
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
は
。

　
　
　
　
　
　  

　
平
成
７
年
に

設
置
し
た
が
、
現
在
は
不
備
で

使
用
出
来
な
い
の
で
シ
ス
テ
ム

を
更
新
し
、
３
校
合
同
授
業
を

考
え
る
。
町
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
関
係
も

テ
レ
ビ
会
議
が
出
来
る
。

　
　
　
　 

学
校
教
育
の
謝
礼
の

中
に
は
何
が
含
ま
れ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　  

　
総
合
的
な
学

習
の
謝
礼
、
校
舎
管
理
謝
礼
、

柔
道
・
剣
道
の
謝
礼
。

　
　
　
　 

　
総
合
体
育
館
の
大

幅
改
修
は
、
ど
う
い
う
予
定
か
。

　
　
　
　
　
　  

　
改
修
は
９
月

の
お
も
し
ろ
科
学
館
終
了
後
か

ら
２
月
末
ま
で
を
予
定
。
代
替

施
設
は
各
学
校
体
育
館
を
検
討
。

《
歳
　入
》

　
　
　
　 

原
子
力
機
構
の
地
下

坑
道
の
固
定
資
産
税
は
。

　
　
　
　
　
　
ト
ン
ネ
ル
扱
い

で
耐
用
年
数
は
供
用
と
な
っ
て

い
れ
ば
確
か
30
年
。
償
却
資
産

な
の
で
、
機
構
か
ら
町
に
申
告

し
た
数
字
を
基
に
課
税
し
た
。

《
総
　括
》

　
　
　
　 

観
光
大
使
の
件
は
ど

こ
ま
で
話
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　 

　
所
属
音
楽
事
務
所

か
ら
町
に
話
が
あ
り
「
井
上
君

が
幌
延
町
の
観
光
大
使
と
し
て

自
ら
を
役
立
て
て
欲
し
い
と
強

く
希
望
し
て
る
」
と
の
こ
と
で
、

話
を
受
け
た
。
観
光
協
会
長
と

具
体
的
に
依
頼
、
就
任
に
向
け

て
話
を
進
め
た
い
。

　
　
　
　 

３
月
31
日
ま
で
に
独

立
行
政
法
人
原
子
力
機
構
が
国

立
研
究
開
発
法
人
と
な
り
、
５

年
か
ら
７
年
に
変
更
と
な
っ
た

中
長
期
計
画
に
つ
い
て
、
町
政

執
行
方
針
で
も
触
れ
て
い
な
い

が
、
話
し
合
い
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　 

　
私
が
聞
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
そ
の
話
は
し
て
い

な
い
し
、
現
状
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
　
　
　 

　
防
災
備
蓄
の
保
有

数
は
。

　
　
　
　
　
　
非
常
食
１
千
４

百
食
、
飲
み
水
２
ℓ
が
６
百
12
本
、

毛
布
が
幌
延
40
、
問
寒
別
50
枚
。

　
　
　
　 

こ
ざ
く
ら
荘
支
援
事

業
の
補
助
金
は
、
23
年
度
に
10

床
増
や
し
た
時
点
で
こ
う
な
る

事
が
わ
か
っ
て
い
て
約
束
し
て

い
た
の
か
。
そ
れ
と
も
出
資
し

て
い
る
の
で
、
補
助
金
を
出
す

の
か
。

　
　
　
　 

　
高
齢
者
を
支
援
す

る
建
物
が
他
に
な
く
、
採
算
が

合
わ
な
い
か
ら
と
い
う
だ
け
で

手
放
す
わ
け
は
い
か
な
い
。
現

場
の
ほ
う
も
そ
れ
ぞ
れ
き
つ
い

中
で
改
善
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
信
じ
、
こ
の
施
設
を
守
り

た
い
と
い
う
思
い
だ
。
今
後
は

プ
ラ
マ
イ
が
ゼ
ロ
に
な
る
の
か
、

マ
イ
ナ
ス
部
分
を
減
ら
す
状
態

を
作
れ
る
の
か
、
一
生
懸
命
対

策
を
練
っ
て
協
議
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
　 

民
間
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
役
場
の
ほ
う
で
指
導
す
る

立
場
か
。

　
　
　
　 

　
は
い
。
担
当
の
ほ

う
で
指
導
し
て
い
き
、
改
善
策

を
練
る
。

　
　
　
　 

町
長
の
27
年
度
予
算

に
賭
け
る
思
い
は
。

　
　
　
　 

　
日
程
的
に
も
大
変

押
し
迫
り
、
職
員
の
方
々
も
ず
っ

2氏が一般質問
地域の課題をとらえて地域の課題をとらえて

町
政
執
行
方
針
に

つ
い
て
聞
く

西 澤　裕 之

　
　
　
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン

タ
ー
及
び
幌
延
地
圏
環
境
研
究

所
は
、
地
方
版
総
合
戦
略
に
と
っ

て
鍵
と
な
る
施
設
だ
と
考
え
る

が
、
町
長
の
見
解
は
。

　
　
　
そ
う
認
識
し
て
い
る
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
盛
り
込
む
施
策
等

の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
様
々

な
面
に
お
い
て
両
研
究
機
関
も

考
慮
し
な
が
ら
策
定
を
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
福
祉
事
業
者
が
少
な
く
、

サ
ー
ビ
ス
も
限
ら
れ
た
本
町
に

お
い
て
、
在
宅
高
齢
者
が
抱
え

る
問
題
に
ど
う
対
処
し
て
い
け

る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

住
み
続
け
る
た
め
に
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
重
要
性
と

そ
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く

な
っ
て
お
り
、
対
策
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
。

　
　
　
今
後
、
力
を
入
れ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
高
齢

者
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
両
輪
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
望
ま
れ
る
の
か
、

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
充

実
を
図
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

　
　
　
通
学
支
援
の
な
い
地
域

に
通
う
世
帯
へ
の
支
援
、
下
宿

や
寮
等
へ
の
支
援
な
ど
、
高
校

生
世
帯
ま
で
子
育
て
支
援
を
拡

充
す
る
考
え
は
な
い
か
。
よ
り

安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
少

子
化
対
策
に
繋
が
り
、
ま
た
定

住
や
移
住
の
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
結
果
的
に
人

口
減
少
問
題
の
解
決
策
の
一
例

に
な
る
と
考
え
る
が
。

　
　
　
今
後
策
定
す
る
「
幌
延

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合

戦
略
」
に
お
い
て
、
住
民
や
関

係
機
関
か
ら
の
意
見
を
幅
広
く

伺
い
な
が
ら
、
定
住
や
子
育
て

施
策
の
１
つ
と
し
て
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　
住
宅
の
確
保
・
供
給
と
、

空
き
地
・
空
き
家
の
対
策
は
。

　
　
　
空
き
地
・
空
き
家
対
策

に
つ
い
て
は
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
国
や

各
自
治
体
か
ら
提
供
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
等
、
様
々
な
先
行
事

例
を
参
考
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

　
住
宅
等
に
関
す
る
定
住
施
策

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
実
施

し
た
施
策
の
成
果
を
十
分
検
討

し
、
状
況
に
応
じ
た
施
策
を
総

合
戦
略
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

幌
延
町
に
お
け
る
医
療
・

福
祉
・
介
護
と
酪
農
に

つ
い
て
聞
く

鷲 見　　 悟

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　
　
　
第
６
期
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
設
定
し

た
の
か
。

　
　
　
い
ろ
い
ろ
な
計
算
に
基

づ
き
、
全
国
平
均
並
み
の
保
険

料
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
基
準
と
な
る
第
５

段
階
で
月
額
５
千
４
百
16
円
（
年

額
６
万
５
千
円
）
と
な
り
、
年

額
５
千
８
百
円
の
減
額
と
な
る
。

国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て

　
　
　
国
民
健
康
保
険
料
は
運

営
も
厳
し
い
が
、
支
払
う
町
民

も
大
変
な
の
が
現
状
。
低
所
得

層
の
減
免
を
増
や
し
た
ら
ど
う

か
。

　
　
　
検
討
の
上
、
考
え
た
い
。

　
　
　
年
金
は
２
０
１
０
年
以

降
下
が
り
続
け
て
い
る
。
高
齢

者
が
少
し
で
も
健
康
で
働
き
続

け
る
た
め
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
等
の
設
置
な
ど
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
今
後
、
考
え
て
み
る
。

こ
ざ
く
ら
荘
に
つ
い
て

　
　
　
介
護
保
険
事
業
の
中
心

的
施
設
で
あ
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
こ
ざ
く
ら
荘
に
対
し
、

運
営
の
支
援
、
強
化
を
述
べ
て

い
る
が
、
今
後
の
施
設
運
営
に

お
い
て
、
ど
う
展
開
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
い
ろ
い
ろ
な
経
過
が

あ
っ
て
、（
病
院
か
ら
診
療
所
へ
）

10
床
を
増
床
し
た
こ
と
で
小
規

模
型
か
ら
外
れ
て
、
報
酬
等
の

算
定
か
ら
加
算
が
な
く
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
運
営
が
厳

し
く
な
っ
た
。
経
営
の
改
善
を

図
り
な
が
ら
、
今
後
も
支
援
は

行
っ
て
い
く
。

近
隣
町
村
と
の
医
療
連
携
に
つ

い
て

　
　
　
医
療
機
関
（
病
院
・
診

療
所
）
の
近
隣
町
村
や
稚
内
、

旭
川
な
ど
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

ま
た
地
域
性
の
あ
る
町
独
自
の

運
営
方
法
を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
現
状
通
り
で
、
特
に
考

え
て
い
な
い
。
今
の
ま
ま
で
い

い
と
思
う
。

障
害
者
総
合
支
援
法
に
つ
い
て

　
　
　
障
害
者
総
合
支
援
法
の

介
護
保
険
優
先
の
原
則
か
ら
、

障
害
者
が
65
歳
に
な
る
と
介
護

保
険
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
が
、

本
町
で
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
１
名
の
方
が
い
る
。

今
ま
で
は
障
害
者
年
金
と
い
う

形
で
二
重
給
付
を
さ
れ
て
い
た

が
、
税
の
公
平
の
観
点
か
ら
そ

う
な
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。

基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
に
つ
い
て

　
　
　
離
農
が
進
み
、
酪
農
家

が
減
少
し
て
い
る
。
新
規
就
農

者
に
対
す
る
助
成
や
後
継
者
対

策
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
ど

う
進
め
る
考
え
か
。

　
　
　
平
成
25
年
度
に
新
規
就

農
者
へ
の
助
成
に
つ
い
て
、
条

例
を
制
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に

基
づ
い
て
行
う
。

　
　
　
後
継
者
対
策
は
ど
う
行

う
の
か
。

　
　
　
婚
活
支
援
に
努
め
る
こ

と
と
し
、
農
協
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
機
関
と
共
に
推
進
す
る
。

　
　
　
北
見
枝
幸
町
や
天
塩
町

な
ど
、
自
治
体
と
農
協
が
連
携

し
て
乳
代
補
助
を
出
し
て
い
る

が
、
幌
延
町
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
乳
代
は
国
と
関
係
機
関

で
決
定
さ
れ
る
こ
と
な
の
で
、

考
え
て
は
い
な
い
。

　
　
　
増
産
す
る
こ
と
に
対
す

る
補
助
と
い
う
考
え
方
で
の
補

助
は
考
え
ら
れ
る
の
か
。

　
　
　
ど
う
い
う
形
で
皆
さ
ん

の
意
欲
を
上
げ
て
い
け
る
の
か

は
、
考
え
た
い
。

ほろのべ議会だより 第83号　④ ほろのべ議会だより 第83号　③

と
無
理
を
し
て
、
や
っ
と
予
算

書
が
作
成
さ
れ
た
。
担
当
課
が

一
生
懸
命
考
え
た
こ
と
、
私
が

執
行
方
針
で
言
っ
て
き
た
こ
と

で
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
も
の
に
対

し
て
は
、
予
算
付
け
と
な
っ
た
。

　
　
　
　 

職
員
採
用
に
つ
い
て

の
考
え
方
は
。

　
　
　
　 

　
新
し
い
職
員
を
定

期
的
に
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
、

中
間
が
抜
け
て
し
ま
う
。
今
、

優
秀
な
職
員
の
中
で
中
堅
職
員

を
育
て
て
い
た
だ
い
て
、
こ
の

後
に
続
く
職
員
づ
く
り
を
今
後

考
え
て
行
く
べ
き
と
自
負
す
る
。

議 会 の 動 き
1月15日▶第64回議会報発行特別委員会
1月26日▶第１回幌延町議会臨時会
1月26日▶第２回産業厚生常任委員会
1月26日▶第１回総務文教常任委員会
2月2日～3日▶宗谷町村議会議長会定期総会（稚内市）
2月27日▶第１回議会運営委員会
2月27日▶第２回総務文教常任委員会
2月27日▶第３回産業厚生常任委員会
2月27日▶第１回全員協議会
3月4日▶第２回議会運営委員会
3月10日～12日▶第２回幌延町議会定例会
3月12日▶第２回全員協議会
4月1日▶第65回議会報発行特別委員会
4月10日▶第66回議会報発行特別委員会

学舎を後にする問寒別中の卒業生

野
々
村
町
長

植
村
委
員

町
長

質
問

質
問

町
長

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

町
民
課
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
民
課
長

質
問

町
長

質
問

町
長

町
長

質
問

質
問

町
長

質
問

町
長

町
長

質
問

質
問
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第
１
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

１
月
26
日

⑴
幌
延
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
及
び
幌
延
町
ま
ち
づ
く
り

町
民
参
加
条
例
の
見
直
し
に

つ
い
て

第
２
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

２
月
27
日

⑴
平
成
27
年
度
一
般
会
計
ほ
か

６
会
計
の
概
要
に
つ
い
て

⑵
教
育
行
政
の
法
律
改
正
に
つ

い
て

　
今
ま
で
の
教
育
委
員
会
の
委

員
長
を
廃
止
し
て
、
教
育
長
を

責
任
者
と
し
て
位
置
付
け
る
。

市
町
村
長
も
責
任
者
と
し
て
連

携
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

地
方
に
対
す
る
国
の
関
与
の
見

直
し
を
図
る
な
ど
の
地
方
教
育

行
政
の
改
革
を
行
っ
た
も
の
。

概
要
と
し
て
は
、
大
き
く
４
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
１
点
目
、
地
方
教
育
行
政
に

お
け
る
責
任
者
、
新
教
育
長
の

設
置
。
教
育
長
の
任
期
は
３
年
。

教
育
委
員
か
ら
教
育
長
に
対
し
、

教
育
委
員
会
議
の
招
集
を
求
め

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。
２
点
目
、
総
合
教
育
会
議

の
設
置
と
大
綱
の
策
定
が
義
務

付
け
ら
れ
た
。
３
点
目
、
国
の

地
方
公
共
団
体
へ
の
関
与
の
見

直
し
。
文
部
科
学
大
臣
が
教
育

委
員
会
に
対
し
て
指
導
が
出
来

る
こ
と
と
な
っ
た
。
４
点
目
、

総
合
教
育
会
議
及
び
教
育
委
員

会
の
会
議
の
議
事
録
を
作
成
し
、

公
表
す
る
。

問
　
新
教
育
長
の
任
期
が
３
年

で
、
委
員
は
４
年
だ
が
、
こ
の

関
係
は
。

答
　
首
長
が
任
期
中
に
１
回
は

教
育
長
を
選
任
す
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
す
る
な
ど
。

⑶
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事

業
に
係
る
会
計
検
査
の
指
摘

事
項
に
つ
い
て

　
Ｉ
Ｐ
電
話
の
基
礎
工
事
で
、

底
板
や
根
枷
の
不
備
を
会
計
検

査
院
か
ら
指
摘
さ
れ
た
。
６
百

13
万
円
余
が
不
当
な
額
と
な
り
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
北
海
道
に
そ
の

経
費
全
額
を
負
担
し
て
も
ら
う

よ
う
要
請
し
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
２
月

26
日
付
で
返
還
さ
れ
た
。

問
　
当
然
の
こ
と
だ
。
こ
う
い
っ

た
不
正
が
起
き
た
時
に
会
社
に

対
す
る
罰
則
規
定
と
い
う
も
の

が
あ
る
の
か
。

答
　
契
約
書
に
基
づ
い
て
や
る
。

明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、

法
律
に
則
っ
て
や
る
。

⑷
幌
延
町
表
彰
条
例
の
全
部
改

正
に
つ
い
て

　
表
彰
の
種
類
の
見
直
し
と
い

う
こ
と
で
、
４
種
類
を
６
種
類

と
し
た
。

⑸
幌
延
町
職
員
等
の
定
数
に
つ

い
て

　
保
育
士
の
増
員
３
名
、
農
業

委
員
会
の
増
員
１
名
。

⑹
幌
延
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
策
定
に
つ

い
て

　
国
が
考
え
て
い
る
地
方
創
生

の
考
え
方
と
、
幌
延
町
の
今
後

の
進
め
方
の
説
明
。

問
　
創
生
法
に
よ
っ
て
、
何
か

秘
策
は
あ
る
の
か
。

答
　
総
合
戦
略
に
よ
っ
て
雇
用

の
場
、
産
業
創
出
を
狙
う
と
い

う
の
が
、
こ
の
地
方
版
総
合
戦

略
の
一
角
を
担
っ
て
い
る
と
思

う
。
基
幹
産
業
を
中
心
と
し
て
、

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
中
で
雇
用

の
場
と
か
、
農
業
創
出
な
ど
を

考
え
て
い
る
。

問
　
第
一
次
産
業
の
酪
農
を
中

心
に
支
援
を
し
て
、
商
工
業
を

活
性
化
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方

だ
と
思
う
が
、
両
方
と
も
大
切

な
の
で
、
両
方
が
一
緒
に
進
む

方
向
で
支
援
し
て
欲
し
い
。

答
　
ど
ち
ら
も
大
切
な
も
の
な

の
で
、
知
恵
を
集
め
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問
　
秘
境
駅
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

つ
い
て
説
明
し
て
欲
し
い
。

答
　
糠
南
駅
、
下
沼
駅
、
雄
信

内
駅
な
ど
の
秘
境
駅
が
あ
り
、

交
流
人
口
を
入
れ
る
た
め
の
施

策
に
な
ら
な
い
か
考
え
て
い
る
。

第
２
回
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

１
月
26
日

⑴
第
６
期
幌
延
町
介
護
保
険
事

業
計
画
・
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
計
画
に
つ
い
て
は
、

第
５
期
の
実
績
等
を
踏
ま
え
て

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
の
３
カ
年
の
計
画
を
策
定

す
る
。

　
保
健
料
基
準
額
は
、
月
額
５

千
４
百
16
円
と
、
第
５
期
と
比

較
し
て
約
５
百
円
、
８
％
の
減

額
と
な
り
、
管
内
の
平
均
的
水

準
と
な
っ
た
。

問
　
高
齢
者
居
住
安
定
に
係
る

通
報
シ
ス
テ
ム
と
は
何
か
。

答
　
札
幌
市
に
あ
る
事
業
所
に

委
託
を
し
て
実
施
し
て
い
る
。

看
護
師
が
常
駐
し
て
お
り
、
ボ

タ
ン
を
押
す
と
電
話
が
繋
が
っ

て
、
救
急
要
請
や
相
談
業
務
等

に
対
応
し
て
い
る
。
現
在
13
件

の
シ
ス
テ
ム
設
置
と
な
っ
て
い

る
。

問
　
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答
　
運
動
機
能
、
口
腔
機
能
、

閉
じ
こ
も
り
認
知
症
予
防
の
事

業
を
実
施
し
、
介
護
予
防
を
進

め
て
い
る
。
国
は
、
高
齢
者
が

持
っ
て
い
る
能
力
を
十
分
発
揮

出
来
る
よ
う
な
場
を
作
る
と

い
っ
た
、
新
た
な
施
策
を
盛
り

込
ん
で
い
る
。
本
町
は
、
更
に

社
会
参
加
が
出
来
る
よ
う
な
場

に
す
る
べ
く
研
究
し
、
寝
た
き

り
予
防
を
進
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
　
本
町
に
お
い
て
、
小
規
模
・

多
機
能
型
介
護
施
設
の
必
要
性

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
特
老
と
の
関
係
も
出
て
来

る
と
考
え
て
い
る
。
民
間
の
参

入
に
期
待
し
て
い
る
が
、
ニ
ー

ズ
と
財
政
負
担
を
適
切
に
判
断

し
な
が
ら
整
備
し
て
行
く
べ
き

施
設
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
　
民
間
参
入
や
施
設
建
設
等

に
支
援
出
来
な
い
か
。

答
　
現
在
そ
う
い
う
制
度
は
な

く
、
政
策
的
課
題
だ
と
考
え
る
。

⑵
幌
延
町
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
「（
仮
称
）
幌
延

総
務
文
教

常
任
委
員
会

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

ほろのべ議会だより 第83号　⑥ ほろのべ議会だより 第83号　⑤

町
子
ど
も
・
子
育
て
プ
ラ
ン
」

の
概
要
に
つ
い
て

第
３
回
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

２
月
27
日

⑴
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
の
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定
等
に
つ
い
て

⑵
社
会
福
祉
法
人
幌
延
福
祉
会

『
こ
ざ
く
ら
荘
』
運
営
費
の
助

成
に
つ
い
て

　
平
成
24
年
度
か
ら
マ
イ
ナ
ス

収
支
に
陥
り
、
年
々
そ
の
額
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
平
成
25

年
度
決
算
ま
で
は
内
部
留
保
金

で
補
て
ん
し
て
来
た
が
、
平
成

26
年
度
決
算
見
込
み
で
は
内
部

留
保
金
を
上
回
る
こ
と
か
ら
、

平
成
26
年
度
に
１
千
４
百
26
万

円
、
平
成
27
年
度
に
３
千
６
百

55
万
円
の
運
営
費
助
成
の
お
願

い
を
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
の
改
善
策
と
し
て
、
入

所
定
員
の
検
討
、
人
件
費
、
サ
ー

ビ
ス
向
上
対
策
等
が
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
ざ
く
ら
荘
と
の
協
議

事
項
と
考
え
て
お
り
、
ま
と
ま

り
次
第
委
員
会
等
で
議
論
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
町
と
福
祉
会
は
ど
う
い
う

関
係
に
あ
る
の
か
。

答
　
法
人
の
設
立
に
あ
た
り
、

町
が
１
千
５
百
万
円
出
資
し
た
。

問
　
赤
字
額
を
町
が
負
担
す
る

の
は
お
か
し
い
と
考
え
る
が
。

答
　
町
が
責
任
を
持
っ
て
設
立

し
た
法
人
で
あ
り
、
他
に
手
段

が
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
民
間
法
人
に
税
金
を
使
っ

て
赤
字
補
て
ん
を
し
て
も
構
わ

な
い
と
い
う
こ
と
か
。

答
　
民
間
と
い
っ
て
も
福
祉
法

人
で
あ
り
、
町
民
に
密
接
に
関

わ
っ
て
い
る
特
老
を
倒
産
さ
せ

る
よ
う
な
、
乱
暴
な
議
論
に
は

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

問
　
将
来
的
に
ど
う
い
う
形
で

運
営
し
て
い
く
の
が
良
い
の
か

検
討
し
て
い
る
の
か
。

答
　
特
老
以
外
の
施
設
と
い
う

話
も
含
め
、
高
齢
者
の
入
居
施

設
を
ど
う
考
え
て
い
く
か
は
今

後
の
課
題
で
あ
り
、
議
論
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

⑶「
幌
延
町
子
ど
も
・
子
育
て
プ

ラ
ン
」（
案
）
及
び
「
第
６
期

幌
延
町
介
護
保
険
事
業
計
画
・

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」（
案
）

に
関
す
る
意
見
募
集
の
結
果

に
つ
い
て

　
長
年
に
わ
た
り
幌
延
町
交
通

安
全
指
導
員
と
し
て
ご
尽
力
い

た
だ
き
、
交
通
安
全
実
践
者
と

し
て
他
の
模
範
と
な
る
と
認
め

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
北
海
道
知

事
よ
り
北
海
道
善
行
賞
が
、
村

元
英
一
氏
に
２
月
６
日
、
授
与

さ
れ
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
町
民
の
医
療

を
担
い
、
保
健
衛
生
や
健
康
管

理
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
困
難

な
環
境
の
も
と
で
多
年
に
わ
た

り
医
療
活
動
に
従
事
。
献
身
的

に
職
務
に
励
ん
で
こ
ら
れ
た
事

で
、
読
売
新
聞
社
よ
り
浦
山
　

淳
氏
に
医
療
功
労
賞
が
贈
呈
さ

れ
た
。

　
浦
山
先
生
に
お
か
れ
て
は
、

こ
の
賞
の
他
に
も
昨
年
11
月
に

北
海
道
知
事
よ
り
地
域
医
療
功

労
者
と
し
て
北
海
道
社
会
貢
献

賞
が
授
与
さ
れ
た
他
、
12
月
に

は
天
塩
警
察
署
長
よ
り
長
き
に

わ
た
り
検
案
業
務
を
行
っ
て
き

た
こ
と
が
、
警
察
業
務
運
営
へ

の
多
大
な
る
貢
献
で
あ
る
と
讃

え
ら
れ
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

て
い
る
。 行

政
報
告

　
こ
の
時
期
心
配
さ
れ
て
い
る

各
学
校
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て
は
、
幌
延
小
学
校
で

１
年
生
が
３
日
間
、
２
年
生
が

２
日
間
の
学
年
閉
鎖
を
し
て
い

る
。
そ
の
後
、
幌
延
中
学
校
で

２
年
生
数
名
の
感
染
が
確
認
さ

れ
た
。

　
稚
内
地
区
吹
奏
楽
連
盟
主
催

の
平
成
26
年
度
稚
内
地
区
管
楽

器
個
人
及
び
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ

ン
ク
ー
ル
が
稚
内
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
幌
延
中

学
校
か
ら
個
人
で
２
名
、
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
で
は
木
管
五
重
奏
と

金
管
八
重
奏
で
２
組
、
計
13
名

が
参
加
し
、
練
習
の
成
果
を

し
っ
か
り
披
露
し
た
結
果
、
全

て
で
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

　
平
成
26
年
度
宗
谷
管
内
教
育

実
践
表
彰
の
表
彰
式
が
３
月
５

日
、
問
寒
別
町
民
会
館
で
執
り

行
わ
れ
、
宗
谷
教
育
局
長
よ
り

放
課
後
子
ど
も
教
室
お
ひ
さ
ま

子
育
て
会
が
表
彰
さ
れ
た
。
今

後
と
も
こ
の
活
動
が
継
続
さ
れ

る
よ
う
、
望
ん
で
い
る
。

教
育
行
政
報
告

　
私
た
ち
の
議
会
報
編
集
委
員

会
も
、
第
83
号
の
発
行
を
も
っ

て
そ
の
任
期
を
終
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
号
が
届
く

頃
に
は
、
新
し
い
議
員
が
選
出

さ
れ
て
、
新
生
幌
延
町
議
会
を

構
成
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
何
分
不
慣
れ
で
、
読
み
に

く
い
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
号
か

ら
は
新
し
い
委
員
が
担
当
し
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

編 
集 

後 

記

編
集
委
員
長
　
鷲
見
　
　
悟

副
編
集
委
員
長
　
斉
賀
　
弘
孝

編

集

委

員
　
吉
原
　
哲
男

　
　
　
　
　
西
澤
　
裕
之
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第
１
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

１
月
26
日

⑴
幌
延
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
及
び
幌
延
町
ま
ち
づ
く
り

町
民
参
加
条
例
の
見
直
し
に

つ
い
て

第
２
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

２
月
27
日

⑴
平
成
27
年
度
一
般
会
計
ほ
か

６
会
計
の
概
要
に
つ
い
て

⑵
教
育
行
政
の
法
律
改
正
に
つ

い
て

　
今
ま
で
の
教
育
委
員
会
の
委

員
長
を
廃
止
し
て
、
教
育
長
を

責
任
者
と
し
て
位
置
付
け
る
。

市
町
村
長
も
責
任
者
と
し
て
連

携
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

地
方
に
対
す
る
国
の
関
与
の
見

直
し
を
図
る
な
ど
の
地
方
教
育

行
政
の
改
革
を
行
っ
た
も
の
。

概
要
と
し
て
は
、
大
き
く
４
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
１
点
目
、
地
方
教
育
行
政
に

お
け
る
責
任
者
、
新
教
育
長
の

設
置
。
教
育
長
の
任
期
は
３
年
。

教
育
委
員
か
ら
教
育
長
に
対
し
、

教
育
委
員
会
議
の
招
集
を
求
め

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。
２
点
目
、
総
合
教
育
会
議

の
設
置
と
大
綱
の
策
定
が
義
務

付
け
ら
れ
た
。
３
点
目
、
国
の

地
方
公
共
団
体
へ
の
関
与
の
見

直
し
。
文
部
科
学
大
臣
が
教
育

委
員
会
に
対
し
て
指
導
が
出
来

る
こ
と
と
な
っ
た
。
４
点
目
、

総
合
教
育
会
議
及
び
教
育
委
員

会
の
会
議
の
議
事
録
を
作
成
し
、

公
表
す
る
。

問
　
新
教
育
長
の
任
期
が
３
年

で
、
委
員
は
４
年
だ
が
、
こ
の

関
係
は
。

答
　
首
長
が
任
期
中
に
１
回
は

教
育
長
を
選
任
す
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
す
る
な
ど
。

⑶
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事

業
に
係
る
会
計
検
査
の
指
摘

事
項
に
つ
い
て

　
Ｉ
Ｐ
電
話
の
基
礎
工
事
で
、

底
板
や
根
枷
の
不
備
を
会
計
検

査
院
か
ら
指
摘
さ
れ
た
。
６
百

13
万
円
余
が
不
当
な
額
と
な
り
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
北
海
道
に
そ
の

経
費
全
額
を
負
担
し
て
も
ら
う

よ
う
要
請
し
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
２
月

26
日
付
で
返
還
さ
れ
た
。

問
　
当
然
の
こ
と
だ
。
こ
う
い
っ

た
不
正
が
起
き
た
時
に
会
社
に

対
す
る
罰
則
規
定
と
い
う
も
の

が
あ
る
の
か
。

答
　
契
約
書
に
基
づ
い
て
や
る
。

明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、

法
律
に
則
っ
て
や
る
。

⑷
幌
延
町
表
彰
条
例
の
全
部
改

正
に
つ
い
て

　
表
彰
の
種
類
の
見
直
し
と
い

う
こ
と
で
、
４
種
類
を
６
種
類

と
し
た
。

⑸
幌
延
町
職
員
等
の
定
数
に
つ

い
て

　
保
育
士
の
増
員
３
名
、
農
業

委
員
会
の
増
員
１
名
。

⑹
幌
延
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
策
定
に
つ

い
て

　
国
が
考
え
て
い
る
地
方
創
生

の
考
え
方
と
、
幌
延
町
の
今
後

の
進
め
方
の
説
明
。

問
　
創
生
法
に
よ
っ
て
、
何
か

秘
策
は
あ
る
の
か
。

答
　
総
合
戦
略
に
よ
っ
て
雇
用

の
場
、
産
業
創
出
を
狙
う
と
い

う
の
が
、
こ
の
地
方
版
総
合
戦

略
の
一
角
を
担
っ
て
い
る
と
思

う
。
基
幹
産
業
を
中
心
と
し
て
、

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
中
で
雇
用

の
場
と
か
、
農
業
創
出
な
ど
を

考
え
て
い
る
。

問
　
第
一
次
産
業
の
酪
農
を
中

心
に
支
援
を
し
て
、
商
工
業
を

活
性
化
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方

だ
と
思
う
が
、
両
方
と
も
大
切

な
の
で
、
両
方
が
一
緒
に
進
む

方
向
で
支
援
し
て
欲
し
い
。

答
　
ど
ち
ら
も
大
切
な
も
の
な

の
で
、
知
恵
を
集
め
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問
　
秘
境
駅
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

つ
い
て
説
明
し
て
欲
し
い
。

答
　
糠
南
駅
、
下
沼
駅
、
雄
信

内
駅
な
ど
の
秘
境
駅
が
あ
り
、

交
流
人
口
を
入
れ
る
た
め
の
施

策
に
な
ら
な
い
か
考
え
て
い
る
。

第
２
回
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

１
月
26
日

⑴
第
６
期
幌
延
町
介
護
保
険
事

業
計
画
・
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
計
画
に
つ
い
て
は
、

第
５
期
の
実
績
等
を
踏
ま
え
て

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
の
３
カ
年
の
計
画
を
策
定

す
る
。

　
保
健
料
基
準
額
は
、
月
額
５

千
４
百
16
円
と
、
第
５
期
と
比

較
し
て
約
５
百
円
、
８
％
の
減

額
と
な
り
、
管
内
の
平
均
的
水

準
と
な
っ
た
。

問
　
高
齢
者
居
住
安
定
に
係
る

通
報
シ
ス
テ
ム
と
は
何
か
。

答
　
札
幌
市
に
あ
る
事
業
所
に

委
託
を
し
て
実
施
し
て
い
る
。

看
護
師
が
常
駐
し
て
お
り
、
ボ

タ
ン
を
押
す
と
電
話
が
繋
が
っ

て
、
救
急
要
請
や
相
談
業
務
等

に
対
応
し
て
い
る
。
現
在
13
件

の
シ
ス
テ
ム
設
置
と
な
っ
て
い

る
。

問
　
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答
　
運
動
機
能
、
口
腔
機
能
、

閉
じ
こ
も
り
認
知
症
予
防
の
事

業
を
実
施
し
、
介
護
予
防
を
進

め
て
い
る
。
国
は
、
高
齢
者
が

持
っ
て
い
る
能
力
を
十
分
発
揮

出
来
る
よ
う
な
場
を
作
る
と

い
っ
た
、
新
た
な
施
策
を
盛
り

込
ん
で
い
る
。
本
町
は
、
更
に

社
会
参
加
が
出
来
る
よ
う
な
場

に
す
る
べ
く
研
究
し
、
寝
た
き

り
予
防
を
進
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
　
本
町
に
お
い
て
、
小
規
模
・

多
機
能
型
介
護
施
設
の
必
要
性

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
特
老
と
の
関
係
も
出
て
来

る
と
考
え
て
い
る
。
民
間
の
参

入
に
期
待
し
て
い
る
が
、
ニ
ー

ズ
と
財
政
負
担
を
適
切
に
判
断

し
な
が
ら
整
備
し
て
行
く
べ
き

施
設
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
　
民
間
参
入
や
施
設
建
設
等

に
支
援
出
来
な
い
か
。

答
　
現
在
そ
う
い
う
制
度
は
な

く
、
政
策
的
課
題
だ
と
考
え
る
。

⑵
幌
延
町
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
「（
仮
称
）
幌
延

総
務
文
教

常
任
委
員
会

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

ほろのべ議会だより 第83号　⑥ ほろのべ議会だより 第83号　⑤

町
子
ど
も
・
子
育
て
プ
ラ
ン
」

の
概
要
に
つ
い
て

第
３
回
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

２
月
27
日

⑴
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
の
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定
等
に
つ
い
て

⑵
社
会
福
祉
法
人
幌
延
福
祉
会

『
こ
ざ
く
ら
荘
』
運
営
費
の
助

成
に
つ
い
て

　
平
成
24
年
度
か
ら
マ
イ
ナ
ス

収
支
に
陥
り
、
年
々
そ
の
額
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
平
成
25

年
度
決
算
ま
で
は
内
部
留
保
金

で
補
て
ん
し
て
来
た
が
、
平
成

26
年
度
決
算
見
込
み
で
は
内
部

留
保
金
を
上
回
る
こ
と
か
ら
、

平
成
26
年
度
に
１
千
４
百
26
万

円
、
平
成
27
年
度
に
３
千
６
百

55
万
円
の
運
営
費
助
成
の
お
願

い
を
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
の
改
善
策
と
し
て
、
入

所
定
員
の
検
討
、
人
件
費
、
サ
ー

ビ
ス
向
上
対
策
等
が
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
ざ
く
ら
荘
と
の
協
議

事
項
と
考
え
て
お
り
、
ま
と
ま

り
次
第
委
員
会
等
で
議
論
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
町
と
福
祉
会
は
ど
う
い
う

関
係
に
あ
る
の
か
。

答
　
法
人
の
設
立
に
あ
た
り
、

町
が
１
千
５
百
万
円
出
資
し
た
。

問
　
赤
字
額
を
町
が
負
担
す
る

の
は
お
か
し
い
と
考
え
る
が
。

答
　
町
が
責
任
を
持
っ
て
設
立

し
た
法
人
で
あ
り
、
他
に
手
段

が
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
民
間
法
人
に
税
金
を
使
っ

て
赤
字
補
て
ん
を
し
て
も
構
わ

な
い
と
い
う
こ
と
か
。

答
　
民
間
と
い
っ
て
も
福
祉
法

人
で
あ
り
、
町
民
に
密
接
に
関

わ
っ
て
い
る
特
老
を
倒
産
さ
せ

る
よ
う
な
、
乱
暴
な
議
論
に
は

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

問
　
将
来
的
に
ど
う
い
う
形
で

運
営
し
て
い
く
の
が
良
い
の
か

検
討
し
て
い
る
の
か
。

答
　
特
老
以
外
の
施
設
と
い
う

話
も
含
め
、
高
齢
者
の
入
居
施

設
を
ど
う
考
え
て
い
く
か
は
今

後
の
課
題
で
あ
り
、
議
論
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

⑶「
幌
延
町
子
ど
も
・
子
育
て
プ

ラ
ン
」（
案
）
及
び
「
第
６
期

幌
延
町
介
護
保
険
事
業
計
画
・

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」（
案
）

に
関
す
る
意
見
募
集
の
結
果

に
つ
い
て

　
長
年
に
わ
た
り
幌
延
町
交
通

安
全
指
導
員
と
し
て
ご
尽
力
い

た
だ
き
、
交
通
安
全
実
践
者
と

し
て
他
の
模
範
と
な
る
と
認
め

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
北
海
道
知

事
よ
り
北
海
道
善
行
賞
が
、
村

元
英
一
氏
に
２
月
６
日
、
授
与

さ
れ
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
町
民
の
医
療

を
担
い
、
保
健
衛
生
や
健
康
管

理
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
困
難

な
環
境
の
も
と
で
多
年
に
わ
た

り
医
療
活
動
に
従
事
。
献
身
的

に
職
務
に
励
ん
で
こ
ら
れ
た
事

で
、
読
売
新
聞
社
よ
り
浦
山
　

淳
氏
に
医
療
功
労
賞
が
贈
呈
さ

れ
た
。

　
浦
山
先
生
に
お
か
れ
て
は
、

こ
の
賞
の
他
に
も
昨
年
11
月
に

北
海
道
知
事
よ
り
地
域
医
療
功

労
者
と
し
て
北
海
道
社
会
貢
献

賞
が
授
与
さ
れ
た
他
、
12
月
に

は
天
塩
警
察
署
長
よ
り
長
き
に

わ
た
り
検
案
業
務
を
行
っ
て
き

た
こ
と
が
、
警
察
業
務
運
営
へ

の
多
大
な
る
貢
献
で
あ
る
と
讃

え
ら
れ
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

て
い
る
。 行

政
報
告

　
こ
の
時
期
心
配
さ
れ
て
い
る

各
学
校
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て
は
、
幌
延
小
学
校
で

１
年
生
が
３
日
間
、
２
年
生
が

２
日
間
の
学
年
閉
鎖
を
し
て
い

る
。
そ
の
後
、
幌
延
中
学
校
で

２
年
生
数
名
の
感
染
が
確
認
さ

れ
た
。

　
稚
内
地
区
吹
奏
楽
連
盟
主
催

の
平
成
26
年
度
稚
内
地
区
管
楽

器
個
人
及
び
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ

ン
ク
ー
ル
が
稚
内
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
幌
延
中

学
校
か
ら
個
人
で
２
名
、
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
で
は
木
管
五
重
奏
と

金
管
八
重
奏
で
２
組
、
計
13
名

が
参
加
し
、
練
習
の
成
果
を

し
っ
か
り
披
露
し
た
結
果
、
全

て
で
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

　
平
成
26
年
度
宗
谷
管
内
教
育

実
践
表
彰
の
表
彰
式
が
３
月
５

日
、
問
寒
別
町
民
会
館
で
執
り

行
わ
れ
、
宗
谷
教
育
局
長
よ
り

放
課
後
子
ど
も
教
室
お
ひ
さ
ま

子
育
て
会
が
表
彰
さ
れ
た
。
今

後
と
も
こ
の
活
動
が
継
続
さ
れ

る
よ
う
、
望
ん
で
い
る
。

教
育
行
政
報
告

　
私
た
ち
の
議
会
報
編
集
委
員

会
も
、
第
83
号
の
発
行
を
も
っ

て
そ
の
任
期
を
終
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
号
が
届
く

頃
に
は
、
新
し
い
議
員
が
選
出

さ
れ
て
、
新
生
幌
延
町
議
会
を

構
成
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
何
分
不
慣
れ
で
、
読
み
に

く
い
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
号
か

ら
は
新
し
い
委
員
が
担
当
し
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

編 

集 

後 

記

編
集
委
員
長
　
鷲
見
　
　
悟

副
編
集
委
員
長
　
斉
賀
　
弘
孝

編

集

委

員
　
吉
原
　
哲
男

　
　
　
　
　
西
澤
　
裕
之
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後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ
～保険料軽減の見直しについて～

■均等割２割・５割軽減の範囲が見直されました
●保険料均等割軽減のうち、2割・5割軽減に係る所得判定基準が、次のとおり見直されました。

■今回の見直しにより新たに軽減の対象となる世帯の年間保険料額の例
●単身世帯の場合

平成26年度

平成27年度の保険料額は、６月に個別にお知らせします。
問　い　合　わ　せ　先

北海道後期高齢者医療広域連合
住所　〒060-0062
　　　　札幌市中央区南２条西１４丁目　国保会館６階
電話　０１１‐２９０‐５６０１

町民課　生活環境グループ
電　　　話　5-1115（内線155）
告知端末機　5-8815

軽減割合
５割軽減
２割軽減 

所得が次の金額以下の世帯
33万円＋（24万5千円×世帯の被保険者数）

33万円＋（45万円×世帯の被保険者数）

平成27年度より
軽減割合
５割軽減
２割軽減 

所得が次の金額以下の世帯
33万円＋（26万円×世帯の被保険者数）
33万円＋（47万円×世帯の被保険者数）

●年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

年金収入
所得割
軽減

平成27年度 前年度比

193万円

194万円

214万円

215万円

46,700円

47,300円

105,300円

106,400円

15,500円減

15,400円減

10,300円減

10,200円減

均等割軽減
新前年度

5割

5割

2割

2割

5割

5割

－

－

2割

2割

－

－

●夫婦２人世帯（共に被保険者）で、
　妻の年金収入が80万円以下の場合

夫の
年金収入

所得割
軽減

平成27年度 前年度比

218万円

220万円

259万円

262万円

区
分

夫
妻
夫
妻
夫
妻
夫
妻

94,100円
25,700円
96,200円
25,700円

152,600円
41,100円

155,800円
41,100円

15,400円減
15,400円減
15,400円減
15,400円減
10,300円減
10,300円減
10,300円減
10,300円減

均等割軽減
新前年度

5割

5割

2割

2割

－
－
－
－
－
－
－
－

2割

2割

－

－

◆保険料の計算方法（平成27年度）
　保険料額は、被保険者が等しく負担する「均等割額」と、所得に応じて負担する「所得割額」
の合計で計算します。

均　等　割
【１人当たりの額】
51,472円

所　得　割
【被保険者本人の所得に応じた額】
(平成26年中の所得－33万円)×10.52％

１年間の保険料
【限度額57万円】

（100円未満切り捨て）

第１回 幌延町まち・ひと・しごと
創生会議を開催しました！
第１回 幌延町まち・ひと・しごと
創生会議を開催しました！
第１回 幌延町まち・ひと・しごと
創生会議を開催しました！

　潤いある生活を安心して営むことができる幌延町を築くため、地域が抱える課題の掘り起し
やその解決方法を検討し、平成27～31年度（５ヶ年）における政策目標や施策を定めた「幌延
町まち・ひと・しごと創生総合戦略」（以下「総合戦略」）の策定をすすめます。
○創生会議委員

３月20日に第１回幌延町まち・ひと・しごと
創生会議を開催しました

　総合戦略の策定に先立ち、幌延町の人口の現状分析と将来推計を行い、将来目指すべき方向
性を定めた「人口ビジョン」を策定します。
◆国立社会保障・人口問題研究所推計データをもとに作成した人口推計によると平成52年の幌
延町推計人口は、1,693人です

　人口減少に歯止めをかけるために、「①流出阻止・②流入促進・②出生率向上」を目的とした
具体的施策を「総合戦略」に盛り込みます。

人口ビジョンの策定について

野々村町長から一関委員長へ
総合戦略策定について諮問されました
野々村町長から一関委員長へ

総合戦略策定について諮問されました

①しごとをつくり、安心して働けるようにする
②新しいひとの流れをつくる
③若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

④時代にあった地域をつくり、安心なくらしを守る
⑤地域と地域を連携する

集中検討項目

職　名 氏　　名 職　名 氏　　名
委 員 長
副委員長
委　　員

委　　員

（敬称略）

○国立社会保障・人口問題研究所データによる幌延町の人口推計
（単位：人）※平成22年国勢調査人口をもとに算定

0-14歳 15-64歳 65歳以上 計

平成22年
平成27年
平成32年
平成37年
平成42年
平成47年
平成52年

328
311
272
216
191
169
148

1,738
1,571
1,357
1,222
1,095
990
869

611
670
759
779
761
713
676

2,677
2,552
2,388
2,217
2,047
1,872
1,693

一 　 関 　 捷 　 治
丹 　 羽 　 達 　 雄
番 　 坂 　 啓 　 介
夘 子 澤 　 芳 　 彦
吉 　 田 　 浩 　 幸
高 　 木 　 健 太 郎
石 　 田 　 久 　 志
目 　 黒 　 　 　 亮
堀 　 　 　 由 紀 子
松 　 永 　 継 　 男
宮 　 本 　 昌 　 和

越 後 谷 　 英 　 二
小 　 西 　 　 　 均
福 　 田 　 安 　 治
高 　 橋 　 秀 　 之
土 　 屋 　 昌 　 輝
水 　 野 　 愛 理 子
大 　 岩 　 弘 　 子
酒 　 井 　 建 　 次
高 　 田 　 政 　 幸
伊 　 東 　 真 智 子
高 　 橋 　 英 　 美
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第１回 幌延町まち・ひと・しごと
創生会議を開催しました！
第１回 幌延町まち・ひと・しごと
創生会議を開催しました！
第１回 幌延町まち・ひと・しごと
創生会議を開催しました！

　潤いある生活を安心して営むことができる幌延町を築くため、地域が抱える課題の掘り起し
やその解決方法を検討し、平成27～31年度（５ヶ年）における政策目標や施策を定めた「幌延
町まち・ひと・しごと創生総合戦略」（以下「総合戦略」）の策定をすすめます。
○創生会議委員

３月20日に第１回幌延町まち・ひと・しごと
創生会議を開催しました

　総合戦略の策定に先立ち、幌延町の人口の現状分析と将来推計を行い、将来目指すべき方向
性を定めた「人口ビジョン」を策定します。
◆国立社会保障・人口問題研究所推計データをもとに作成した人口推計によると平成52年の幌
延町推計人口は、1,693人です

　人口減少に歯止めをかけるために、「①流出阻止・②流入促進・②出生率向上」を目的とした
具体的施策を「総合戦略」に盛り込みます。

人口ビジョンの策定について

野々村町長から一関委員長へ
総合戦略策定について諮問されました
野々村町長から一関委員長へ

総合戦略策定について諮問されました

①しごとをつくり、安心して働けるようにする
②新しいひとの流れをつくる
③若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

④時代にあった地域をつくり、安心なくらしを守る
⑤地域と地域を連携する

集中検討項目

職　名 氏　　名 職　名 氏　　名
委 員 長
副委員長
委　　員

委　　員

（敬称略）

○国立社会保障・人口問題研究所データによる幌延町の人口推計
（単位：人）※平成22年国勢調査人口をもとに算定

0-14歳 15-64歳 65歳以上 計

平成22年
平成27年
平成32年
平成37年
平成42年
平成47年
平成52年

328
311
272
216
191
169
148

1,738
1,571
1,357
1,222
1,095
990
869

611
670
759
779
761
713
676

2,677
2,552
2,388
2,217
2,047
1,872
1,693

一 　 関 　 捷 　 治
丹 　 羽 　 達 　 雄
番 　 坂 　 啓 　 介
夘 子 澤 　 芳 　 彦
吉 　 田 　 浩 　 幸
高 　 木 　 健 太 郎
石 　 田 　 久 　 志
目 　 黒 　 　 　 亮
堀 　 　 　 由 紀 子
松 　 永 　 継 　 男
宮 　 本 　 昌 　 和

越 後 谷 　 英 　 二
小 　 西 　 　 　 均
福 　 田 　 安 　 治
高 　 橋 　 秀 　 之
土 　 屋 　 昌 　 輝
水 　 野 　 愛 理 子
大 　 岩 　 弘 　 子
酒 　 井 　 建 　 次
高 　 田 　 政 　 幸
伊 　 東 　 真 智 子
高 　 橋 　 英 　 美
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【平成27年度】
幌延町電気自動車等導入促進補助制度について

環境負荷の少ない電気自動車の導入を促進します。
　電気自動車もしくは電気自動車用充電設備を購入する町民の方に対し、その購入費用の一部を補助し
ます。

問い合わせ先　総務課企画振興グループ　電話5-1111（内線222・223・224） 告知端末機5-8812

◆補助対象
①個人　②幌延町内に住所を有する者　③町税等を滞納していない者　④暴力団員でない者

◆補助金額（国補助金との併用可）
①電気自動車（幌延町が課税する軽自動車税の対象となる車両に限る）
　補助基準額の1/6（千円未満切り捨て）
②住宅へ電気自動車から電力を供給できる機能を持つ充電設備
　補助基準額の1/3（千円未満切り捨て）
※補助基準額：本体購入価格と公共的団体が公示する価格のいずれか低い額

例）三菱 i-MiEV(15モデルＭ)
　　209.4万円（税抜車両本体価格）⇒ 町補助金34.9万円【1/6補助】
　　国補助金49万円～実負担額125.5万円（諸費用・消費税等別途）
例）ニチコン普通充電設備（住宅給電設備付き）
　　48万円（税抜本体価格）⇒町補助金16万円【1/3補助】
　　国補助金24万円～実負担額8万円（諸費用・消費税等別途）

◆詳細については、町HPをご覧いただくか総務課企画振興グループへお問い合わせください。

幌延町における電源三法
交付金の使い道

幌延町における電源三法
交付金の使い道

幌延町における電源三法
交付金の使い道

平成27年度

①電源立地地域対策交付金……１億5,457万３千円
●町立診療所運営費・・・・・・・７，５００万０千円
●町立認定こども園等運営費・・・２，３００万０千円
●町保健センター運営費・・・・・１，２００万０千円
●北留萌消防組合幌延支署運営費・４，４５７万３千円

②広報・調査等交付金………………1,260万０千円
●エネルギー関連施設見学会事業等・１，０１６万６千円
●深地層の研究等広報・・・・・・・・２１４万２千円
●資料収集業務等・・・・・・・・・・・２９万２千円

※電源立地地域対策交付金を町立診療所運営経費等に充当す
ることにより、地域の活性化や福祉の充実を図っています。

○原子力立地給付金事業の実施について
　電気料金の値上げや消費税増税等に対する生活支援の観
点から、電源立地地域対策交付金の一部を給付金として
交付します。（電灯契約口数×8,100円）

第１回 工 作 実 験 教 室
◇空飛ぶ「スカイスクリュー」を作ろう◇空飛ぶ「スカイスクリュー」を作ろう

５月１７日（日）　午前の部　１０：３０～１１：３０
午後の部　１３：３０～１４：３０

※小学3年生までの児童は保護者同伴
でお願いいたします。

場　　　所 ゆめ地創館　多目的室

参　加　費 無料

定　　　員 各回30名

対　　　象 幼児～中学生

※詳細は、開催前に別途、チラシ・ポ
スター・告知端末機でお知らせいた
します。

申込み方法 電話または参加申込書をFAXして
ください。

送 迎 バ ス 送迎バスを運行いたします。詳細
は別途お知らせします。

協　　　力 国立研究開発法人日本原子力開発
機構幌延深地層研究センター
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　町では重要な政策や計画等に、町民皆さんの意見を反映させるため、事前にその案を公表し、

意見を募る「パブリックコメント手続き」を行っております。

　

平成26年度に実施されたパブリックコメント手続きは、次のとおりです。

案　　件　　名 意見募集期間 結　　果 担当部署

第６期幌延町介護保険事業計画・

高齢者保健福祉計画（案）
H27.2.5 ～ H27.2.19

・意見4件

※広報誌4月号掲載

町民課保健福祉

グループ

幌延町子ども・子育てプラン

（案）
H27.2.5 ～ H27.2.19

・意見5件

※広報誌4月号掲載

町民課保健福祉

グループ

幌延町まちづくり町民参加条例

（改正案）
H27.2.2 ～ H27.2.22 意見提出なし 総務課総務グループ

平成27年度に予定しているパブリックコメント手続きは、次のとおりです。

案　　件　　名 意見募集時期（予定） 担当部署

幌延町まち・ひと・しごと創生総合戦略 平成27年10月 総務課企画振興グループ

幌延町備蓄品整備計画（案） 平成27年12月 総務課総務グループ

幌延町地域防災計画の変更（案） 平成27年12月 総務課総務グループ

幌延町まちづくり町民参加条例に基づく、
町民参加手続きの実施状況
及び実施予定について

幌延町まちづくり町民参加条例に基づく、
町民参加手続きの実施状況
及び実施予定について

幌延町まちづくり町民参加条例に基づく、
町民参加手続きの実施状況
及び実施予定について

人権擁護委員制度をご存知ですか
　毎年６月１日は「人権擁護委員の日」です。
　人権擁護委員は、いつでも地域住民からの相談に応じています。
　相談は無料で、難しい手続きもありません。もちろん相談内容についての秘密は固く守られます。
　人権相談所は、気軽に相談できる場所として、法務局で常時開設されているほか、市町村役場や公共
施設などを利用して、特設人権相談所を開設しています。

全国一斉「人権擁護委員の日」特別相談所開設のお知らせ
　稚内人権擁護委員協議会では、下記の日程で「特設相談所」を開設します。
　家庭内トラブル（夫婦・離婚・扶養・相続）、学校での「いじめ・体罰」、近隣との争い、ネットトラブル、
架空請求、育児の悩み、借地・借家、不動産売買、金銭賃借等多岐の相談に応じます。
　相談内容についての秘密は堅く守られます。難しい手続きもありませんし、相談は無料です、どうぞお
気軽にお越しください。

稻　垣　紘　順　さん　・　三　好　和　夫　さん○幌延町の人権擁護委員

記
《全国一斉「人権擁護委員の日」特設相談所の開設日程等》
日　時　平成２７年６月１日（月）　午前１０時から午後３時まで
場　所　幌延町生涯学習センター　研修室

問い合わせ先　旭川地方法務局稚内支局　稚内市末広5丁目6番1号　電話　0162-33-1122
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介
護
予
防
教
室（
に
こ
に
こ
教
室
）の
協
力
員
さ
ん
を

募
集
し
ま
す
。

介
護
予
防
教
室（
に
こ
に
こ
教
室
）の
協
力
員
さ
ん
を

募
集
し
ま
す
。

介
護
予
防
教
室（
に
こ
に
こ
教
室
）の
協
力
員
さ
ん
を

募
集
し
ま
す
。

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、一緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

幌
延
地
区

問
寒
別
地
区

①
６
月
19
日（
金
）

②
７
月
10
日（
金
）

③
７
月
24
日（
金
）

④
８
月
21
日（
金
）

⑤
９
月
18
日（
金
）

⑥
10
月
23
日（
金
）

☆
開
催
日

①
６
月
10
日（
水
）

②
７
月
１
日（
水
）

③
は
幌
延
と
合
同
開
催

④
８
月
７
日（
金
）

⑤
９
月
11
日（
金
）

⑥
10
月
９
日（
金
）

保
健
セ
ン
タ
ー

☆
開
催
場
所

問
寒
別
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

６
月
２
日（
火
）10
時
〜

☆
事
前
説
明
会

６
月
１
日（
月
）ま
で
に
、電
話
か
来
所
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
申
し
込
み

６
月
２
日（
火
）14
時
〜

☆
教
室
の
内
容

☆
そ
の
他

お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
は

幌
延
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
５―

１
７
９
０
ま
で

☆
協
力
員
さ
ん
の

　
役
割

10
人
前
後
の
ご
高
齢
の
方
と
、
歌
・
体
操
・
ゲ
ー
ム
な
ど

を
し
て
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
す
。

聞
こ
え
や
見
え
方
が
悪
く
な
っ
て
い
る
方
や
、
移
動
が
大
変

な
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
ゲ
ー
ム
の
盛
り
上
げ
等
。

協
力
員
さ
ん
へ
の
報
酬
・
費
用
弁
償
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年

度
は
幌
延
地
区
８
名
、
問
寒
別
地
区
４
名
の
方
が
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

出
前
講
座
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い

出
前
講
座
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
幌
延
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
「
知
り
た
い
、
聞
き
た
い
」

こ
と
に
つ
い
て
、
町
職
員
が
講

師
と
な
っ
て
皆
さ
ん
の
も
と
へ

出
向
き
、情
報
を
提
供
す
る「
出

前
講
座
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　「出
前
講
座
」
で
は
、
行
政

一
般
、
福
祉
・
健
康
、
暮
ら
し
、

産
業
・
経
済
、
教
育
な
ど
町
民

の
皆
さ
ん
が
詳
し
く
説
明
を
聞

き
た
い
と
い
う
事
柄
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

【
具
体
例
】

◆
行
政
一
般

・
告
知
端
末
機
「
知
ら
せ
ま
す

ケ
ン
」
の
使
い
方
に
つ
い
て

・
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
や
町

民
参
加
条
例
な
ど
町
民
に
身

近
な
条
例
の
内
容
に
つ
い
て

・
財
政
状
況
に
つ
い
て

・
防
災
対
策
に
つ
い
て

・
町
議
会
や
町
議
会
議
員
の
日

頃
の
活
動
に
つ
い
て

◆
福
祉
・
健
康

・
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
や

学
童
保
育
の
運
営
、
育
児
・

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

食
生
活
や
食
育
に
つ
い
て

・
予
防
接
種
や
各
種
検
診
に
つ

い
て

・
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て

◆
暮
ら
し

・
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
町
税
の

結
び
つ
き
に
つ
い
て

・
幼
児
・
高
齢
者
の
交
通
安
全

対
策
に
つ
い
て

・
家
庭
ご
み
の
分
別
方
法
や
リ

サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

・
水
道
や
下
水
道
に
つ
い
て

・
悪
徳
商
法
へ
の
対
処
法
に
つ

い
て

◆
産
業
・
経
済

・
酪
農
業
の
現
状
、
将
来
展
望

に
つ
い
て

・
道
路
や
橋
な
ど
の
整
備
計
画

に
つ
い
て

・
観
光
事
業
に
つ
い
て

・
商
工
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

◆
教
育

・
生
涯
学
習
、
生
き
が
い
教
室

に
つ
い
て

・
学
校
活
動
に
つ
い
て

・
図
書
室
の
利
用
方
法
に
つ
い

て

皆
さ
ん
の「
知
り
た
い
、聞
き
た
い
」に
お
答
え
し
ま
す

皆
さ
ん
の「
知
り
た
い
、聞
き
た
い
」に
お
答
え
し
ま
す

皆
さ
ん
の「
知
り
た
い
、聞
き
た
い
」に
お
答
え
し
ま
す

○
申
込
み
方
法

◇
申
込
み
が
で
き
る
方

　
原
則
と
し
て
町
内
に
在
住

す
る
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

◇
開
催
時
間

　
平
日
の
午
前
10
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
の
２
時
間

（
土
・
日
・
祝
日
開
催
に
つ

い
て
も
相
談
に
応
じ
ま
す
）

◇
場
所

　
町
内
　

※

会
場
の
確
保
、
使
用

料
の
負
担
及
び
開
催

会
場
等
の
準
備
は
申

込
者
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

◇
申
込
み
方
法

　
開
催
を
希
望
す
る
日
の

２
週
間
前
ま
で
に
、「
幌
延

町
出
前
講
座
申
込
書
」
を

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
込
書
は
総
務
課
総

務
グ
ル
ー
プ
に
あ
り
ま

す
。
電
話
で
の
申
込
み

も
可
能
で
す
。

申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

　
　
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　
電
　
　
話 

５―

１
１
１
１

（
内
線
１
３
２
・
１
３
３
）

　
告
知
端
末 

５―

８
８
１
１

平成26年度平成26年度

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の

　
　
　
　
　

 

取
組
状
況
に
つ
い
て

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の

　
　
　
　
　

 

取
組
状
況
に
つ
い
て

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
に
つ
い
て
は
、
平
地
地
域
と

の
生
産
条
件
格
差
に
関
す
る
不

利
を
補
正
す
る
た
め
、
農
用
地

面
積
に
応
じ
た
交
付
金
を
交
付

し
、
担
い
手
の
育
成
等
に
よ
る

農
業
生
産
の
維
持
を
通
じ
て
、

耕
作
放
棄
の
防
止
と
農
業
の
持

つ
多
面
的
機
能
の
維
持
・
増
進

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
１
期

対
策
（
平
成
12
年
度
〜
平
成
16

年
度
）、
第
２
期
対
策
（
平
成
17

年
度
〜
平
成
21
年
度
）
を
終
え
、

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
定
め

た
第
３
期
対
策
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
集
落
内
で
の
協
議
に

よ
っ
て
定
め
た
集
落
の
将
来
像

へ
の
実
現
に
向
け
、
自
律
的
か

つ
継
続
的
な
農
業
生
産
活
動
や

農
地
管
理
を
図
る
取
組
が
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
草
地
の
簡
易

的
な
更
新
の
実
施
や
農
道
・
営

農
用
水
の
管
理
、
堆
肥
の
共
同

散
布
、
乳
質
改
善
、
牛
舎
等
の

消
毒
作
業
、
農
地
周
辺
林
地
の

枝
払
い
、
環
境
整
備
を
目
的
と

し
た
集
会
所
周
辺
へ
の
植
樹
や

草
刈
等
の
活
動
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
本
制
度
の
実
施
に
つ
き
ま
し

て
は
、
耕
作
放
棄
の
防
止
、
土

地
生
産
性
の
維
持
・
向
上
、
担

い
手
の
育
成
等
に
よ
り
地
域
農

業
へ
の
効
果
は
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
関
係

者
及
び
関
係
機
関
各
位
の
理
解

と
協
力
を
得
な
が
ら
、
事
業
の

推
進
に
あ
た
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
26
年
度
に
お
け

る
交
付
金
の
交
付
対
象
面
積
は

６
，
１
５
８
ha
、
協
定
参
加
農

家
数
１
０
４
戸
、
交
付
金
総
額

は
７
３
，
９
０
７
千
円
と
な
っ

て
お
り
、
集
落
別
の
事
業
概
要

に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
表
の

と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

国費　36,953,898円
道費　18,476,947円

町費　18,476,955円

交付金の内訳
73,907,800円73,907,800円

交付金の内訳

▲
▲
▲

集落名

◎事業の概要

問寒別

開進

上幌延

北進

幌延

下沼南

下沼北

計

40

17

12

7

17

21

21

135

23,444,256

6,165,871

4,107,257

2,995,878

9,338,295

7,806,346

7,731,932

61,589,835

28,133,107

7,399,045

4,928,708

3,595,053

11,205,954

9,367,615

9,278,318

73,907,800

簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
乳質改善、牛舎等消毒作業の実施、集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
農地周辺林地の枝払い
（135戸は重複参加のため、実数は104戸）

取　　　組　　　内　　　容参加戸数
（戸）

対象面積
（㎡）

交付金額
（円）

　
町
で
は
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
、
町
民
の
誇
り

と
自
信
を
高
め
る
と
と
も
に
、
町
民
の
豊
か
な
心
と

実
践
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
善
行
や
努

力
を
さ
れ
た
方
を
顕
彰
す
る
た
め
「
幌
延
町
民
等

の
顕
彰
に
関
す
る
規
則
」
を
設
け
ま
し
た
。

　
顕
彰
の
対
象
や
推
薦
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

対
象
者
：
幌
延
町
に
居
住
す
る
（
居
住
し
て
い
た
）、

所
在
す
る
（
所
在
し
て
い
た
）
個
人
ま
た
は
団
体

対
象
と
な
る
行
為

①
勇
気
ま
た
は
親
切
あ
ふ
れ
る
行
い

②
公
徳
心
を
高
め
る
行
い

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
そ
の
他
の
地
域
活
動
に
功
績

の
あ
る
行
い

④
青
少
年
の
健
全
育
成
に
功
績
の
あ
る
行
い

⑤
高
齢
者
ま
た
は
障
が
い
者
等
の
生
活
支
援
に
功
績

の
あ
る
行
い

⑥
そ
の
他
①
〜
⑤
に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
行
い

　
な
お
、
推
薦
書
の
様
式
は
、
役
場
、
幌
延
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
問
寒
別
出
張
所
に
備
え
置
く
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
記
入
後
総
務
課
総
務
グ
ル
ー

プ
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
長
か
ら
顕
彰
の
決
定
を
受
け
た
方
に
対
し
て

は
、
賞
状
及
び
金
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
皆
様
の
身
近
に
顕
彰
の
要
件
を
満
た
す
方
が
い
る

場
合
は
、
ご
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
。

幌
延
町
民
等
の
顕
彰
に
つ
い
て

問い合わせ先
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　
電
話
　
５
ー
１
１
１
１（
内
線
132
・
133
）

　
Ｉ
Ｐ
　
５
ー
８
８
１
１
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平成26年度平成26年度

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の

　
　
　
　
　

 

取
組
状
況
に
つ
い
て

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の

　
　
　
　
　

 

取
組
状
況
に
つ
い
て

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
に
つ
い
て
は
、
平
地
地
域
と

の
生
産
条
件
格
差
に
関
す
る
不

利
を
補
正
す
る
た
め
、
農
用
地

面
積
に
応
じ
た
交
付
金
を
交
付

し
、
担
い
手
の
育
成
等
に
よ
る

農
業
生
産
の
維
持
を
通
じ
て
、

耕
作
放
棄
の
防
止
と
農
業
の
持

つ
多
面
的
機
能
の
維
持
・
増
進

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
１
期

対
策
（
平
成
12
年
度
〜
平
成
16

年
度
）、
第
２
期
対
策
（
平
成
17

年
度
〜
平
成
21
年
度
）
を
終
え
、

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
定
め

た
第
３
期
対
策
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
集
落
内
で
の
協
議
に

よ
っ
て
定
め
た
集
落
の
将
来
像

へ
の
実
現
に
向
け
、
自
律
的
か

つ
継
続
的
な
農
業
生
産
活
動
や

農
地
管
理
を
図
る
取
組
が
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
草
地
の
簡
易

的
な
更
新
の
実
施
や
農
道
・
営

農
用
水
の
管
理
、
堆
肥
の
共
同

散
布
、
乳
質
改
善
、
牛
舎
等
の

消
毒
作
業
、
農
地
周
辺
林
地
の

枝
払
い
、
環
境
整
備
を
目
的
と

し
た
集
会
所
周
辺
へ
の
植
樹
や

草
刈
等
の
活
動
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
本
制
度
の
実
施
に
つ
き
ま
し

て
は
、
耕
作
放
棄
の
防
止
、
土

地
生
産
性
の
維
持
・
向
上
、
担

い
手
の
育
成
等
に
よ
り
地
域
農

業
へ
の
効
果
は
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
関
係

者
及
び
関
係
機
関
各
位
の
理
解

と
協
力
を
得
な
が
ら
、
事
業
の

推
進
に
あ
た
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
26
年
度
に
お
け

る
交
付
金
の
交
付
対
象
面
積
は

６
，
１
５
８
ha
、
協
定
参
加
農

家
数
１
０
４
戸
、
交
付
金
総
額

は
７
３
，
９
０
７
千
円
と
な
っ

て
お
り
、
集
落
別
の
事
業
概
要

に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
表
の

と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

国費　36,953,898円
道費　18,476,947円

町費　18,476,955円

交付金の内訳
73,907,800円73,907,800円

交付金の内訳

▲
▲
▲

集落名

◎事業の概要

問寒別

開進

上幌延

北進

幌延

下沼南

下沼北

計

40

17

12

7

17

21

21

135

23,444,256

6,165,871

4,107,257

2,995,878

9,338,295

7,806,346

7,731,932

61,589,835

28,133,107

7,399,045

4,928,708

3,595,053

11,205,954

9,367,615

9,278,318

73,907,800

簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
乳質改善、牛舎等消毒作業の実施、集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
集会所周辺の環境整備
簡易更新の実施、農地・農道・営農用水管理、堆肥共同散布、
農地周辺林地の枝払い
（135戸は重複参加のため、実数は104戸）

取　　　組　　　内　　　容参加戸数
（戸）

対象面積
（㎡）

交付金額
（円）

　
町
で
は
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
、
町
民
の
誇
り

と
自
信
を
高
め
る
と
と
も
に
、
町
民
の
豊
か
な
心
と

実
践
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
善
行
や
努

力
を
さ
れ
た
方
を
顕
彰
す
る
た
め
「
幌
延
町
民
等

の
顕
彰
に
関
す
る
規
則
」
を
設
け
ま
し
た
。

　
顕
彰
の
対
象
や
推
薦
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

対
象
者
：
幌
延
町
に
居
住
す
る
（
居
住
し
て
い
た
）、

所
在
す
る
（
所
在
し
て
い
た
）
個
人
ま
た
は
団
体

対
象
と
な
る
行
為

①
勇
気
ま
た
は
親
切
あ
ふ
れ
る
行
い

②
公
徳
心
を
高
め
る
行
い

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
そ
の
他
の
地
域
活
動
に
功
績

の
あ
る
行
い

④
青
少
年
の
健
全
育
成
に
功
績
の
あ
る
行
い

⑤
高
齢
者
ま
た
は
障
が
い
者
等
の
生
活
支
援
に
功
績

の
あ
る
行
い

⑥
そ
の
他
①
〜
⑤
に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
行
い

　
な
お
、
推
薦
書
の
様
式
は
、
役
場
、
幌
延
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
問
寒
別
出
張
所
に
備
え
置
く
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
記
入
後
総
務
課
総
務
グ
ル
ー

プ
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
長
か
ら
顕
彰
の
決
定
を
受
け
た
方
に
対
し
て

は
、
賞
状
及
び
金
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
皆
様
の
身
近
に
顕
彰
の
要
件
を
満
た
す
方
が
い
る

場
合
は
、
ご
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
。

幌
延
町
民
等
の
顕
彰
に
つ
い
て

問い合わせ先
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　
電
話
　
５
ー
１
１
１
１（
内
線
132
・
133
）

　
Ｉ
Ｐ
　
５
ー
８
８
１
１
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町民の方に
早く覚えてもらおう！
町民の方に
早く覚えてもらおう！
町民の方に
早く覚えてもらおう！

笑顔を大切に、子どもたちと元気いっぱ
い過ごしていきたいと思います。どうぞ
よろしくお願い致します！

【氏名】矢　野　理　恵
【所属】町民課　認定こども園 保育士

一つずつできることを増やしながら、町
のために頑張っていきたいと思います。
よろしくお願いします。

【氏名】菅　原　　　巧
【所属】総務課　企画振興グループ

早く仕事を覚えて頑張りたいと思います
のでよろしくお願いします。

【氏名】木　下　涼　馬
【所属】経済課　施設グループ

町民課の植村瞭平です！
町民の皆様とお顔を合わせる機会も多い
と思います！お役にたてるよう頑張ります！

【氏名】植　村　瞭　平
【所属】町民課　生活環境グループ

福祉の分野から町民の皆さんが自分らし
く生活できる様に元気いっぱいで応援し
ます！！

【氏名】本　堂　裕　恭
【所属】町民課　保健福祉グループ

明るく、元気に頑張りますので、これか
らもよろしくお願いします。

【氏名】小　平　侑　絵
【所属】町民課　認定こども園 保育士

総務学校グループの柏谷です。毎日笑
顔で元気よく頑張ります。一生懸命頑張
ります。よろしくお願いいたします。

【氏名】柏　谷　晃太朗
【所属】教育委員会　総務学校グループ

笑顔になれるよう、安全で美味しい給食
を一生懸命作ります。
よろしくお願いします。

【氏名】小田島　森　恵
【所属】教育委員会　給食センター

保育士の大谷です。唯一の男性職員な
のでそれを活かし努めていきたいと思い
ます!!

【氏名】大　谷　勝　平
【所属】町民課　認定こども園 保育士

町立診療所で事務局をしています佐藤で
す。サッカーと少林寺拳法をしていました。
部活で培った元気と精神力で頑張っていき
ますので、これからよろしくお願いします！

【氏名】佐　藤　拓　斗
【所属】幌延町立診療所　事務局

経済課施設グループで建築を担当するこ
とになりました染野です。町で見かけた
ときには気軽に声をかけてください。よ
ろしくお願いします。

【氏名】染　野　龍　馬
【所属】経済課　施設グループ

一生懸命頑張りますので、どうぞよろし
くお願い致します。

【氏名】宮　下　勇　人
【所属】経済課　管理グループ

皆さん初めまして！
老け顔ですが、気持ちは若くお役に立て
るように頑張ります！よろしくお願いしま
す！

【氏名】清　水　和　也
【所属】町民課　保健福祉グループ

し みず かず や

そめ の りょう ま

おお たに しょう へい

かしわ や こう た ろう

ほん どう ゆう すけ

きの した りょう ま

や の り え

問寒別出身の伊藤です。町民の皆さん
が生き生き暮らせるように、保健師とし
て頑張ります。気軽に声をかけてくださ
い。

【氏名】伊　藤　　　唯
【所属】町民課　保健センター

自 己 紹 介
元気よく

い とう ゆい

みや した はや と

さ とう たく と

お だ じま もり え

こ ひら ゆき え

うえ むら りょう へい

すが わら たくみ

榊本氏へ
交通安全指導員
感謝状の贈呈

榊本氏へ
交通安全指導員
感謝状の贈呈

　　榊本氏は平成４
年から平成27年まで

23年間にわたり、交通指
導員として交通安全の推
進に取り組まれ、幌延町
民の交通安全意識向上に
ご尽力されました。この
功績に感謝を込めて、野々
村町長から感謝状が贈呈
されました。

中央保育所
卒所式
中央保育所
卒所式

　４月からの認定こども園開園に伴
い、中央保育所最後の卒所式が行わ

れました。卒所児たちは保育所長から保
育証書を受け取り、４月からの小学校生
活へ向けて元気に卒
業していきました。

問寒別へき地保育所
卒所式
問寒別へき地保育所
卒所式

　家族を見送る様なとて
も和やかなムードで卒所

式は行われ、１名の卒所児へ
保育所長から保育証書が手渡
されました。

４月 金
日１

着任式着任式
　幌延町役場大会議室で、人事異動
により着任した８名の教職員へ木

澤教育長から辞令が交付され、番坂教育
委員長より歓迎のことばをいただきま
した。

3月 水
日25

3月 木
日26

3月 水
日25
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町民の方に
早く覚えてもらおう！
町民の方に
早く覚えてもらおう！
町民の方に
早く覚えてもらおう！

笑顔を大切に、子どもたちと元気いっぱ
い過ごしていきたいと思います。どうぞ
よろしくお願い致します！

【氏名】矢　野　理　恵
【所属】町民課　認定こども園 保育士

一つずつできることを増やしながら、町
のために頑張っていきたいと思います。
よろしくお願いします。

【氏名】菅　原　　　巧
【所属】総務課　企画振興グループ

早く仕事を覚えて頑張りたいと思います
のでよろしくお願いします。

【氏名】木　下　涼　馬
【所属】経済課　施設グループ

町民課の植村瞭平です！
町民の皆様とお顔を合わせる機会も多い
と思います！お役にたてるよう頑張ります！

【氏名】植　村　瞭　平
【所属】町民課　生活環境グループ

福祉の分野から町民の皆さんが自分らし
く生活できる様に元気いっぱいで応援し
ます！！

【氏名】本　堂　裕　恭
【所属】町民課　保健福祉グループ

明るく、元気に頑張りますので、これか
らもよろしくお願いします。

【氏名】小　平　侑　絵
【所属】町民課　認定こども園 保育士

総務学校グループの柏谷です。毎日笑
顔で元気よく頑張ります。一生懸命頑張
ります。よろしくお願いいたします。

【氏名】柏　谷　晃太朗
【所属】教育委員会　総務学校グループ

笑顔になれるよう、安全で美味しい給食
を一生懸命作ります。
よろしくお願いします。

【氏名】小田島　森　恵
【所属】教育委員会　給食センター

保育士の大谷です。唯一の男性職員な
のでそれを活かし努めていきたいと思い
ます!!

【氏名】大　谷　勝　平
【所属】町民課　認定こども園 保育士

町立診療所で事務局をしています佐藤で
す。サッカーと少林寺拳法をしていました。
部活で培った元気と精神力で頑張っていき
ますので、これからよろしくお願いします！

【氏名】佐　藤　拓　斗
【所属】幌延町立診療所　事務局

経済課施設グループで建築を担当するこ
とになりました染野です。町で見かけた
ときには気軽に声をかけてください。よ
ろしくお願いします。

【氏名】染　野　龍　馬
【所属】経済課　施設グループ

一生懸命頑張りますので、どうぞよろし
くお願い致します。

【氏名】宮　下　勇　人
【所属】経済課　管理グループ

皆さん初めまして！
老け顔ですが、気持ちは若くお役に立て
るように頑張ります！よろしくお願いしま
す！

【氏名】清　水　和　也
【所属】町民課　保健福祉グループ

し みず かず や

そめ の りょう ま

おお たに しょう へい

かしわ や こう た ろう

ほん どう ゆう すけ

きの した りょう ま

や の り え

問寒別出身の伊藤です。町民の皆さん
が生き生き暮らせるように、保健師とし
て頑張ります。気軽に声をかけてくださ
い。

【氏名】伊　藤　　　唯
【所属】町民課　保健センター

自 己 紹 介
元気よく

い とう ゆい

みや した はや と

さ とう たく と

お だ じま もり え

こ ひら ゆき え

うえ むら りょう へい

すが わら たくみ

榊本氏へ
交通安全指導員
感謝状の贈呈

榊本氏へ
交通安全指導員
感謝状の贈呈

　　榊本氏は平成４
年から平成27年まで

23年間にわたり、交通指
導員として交通安全の推
進に取り組まれ、幌延町
民の交通安全意識向上に
ご尽力されました。この
功績に感謝を込めて、野々
村町長から感謝状が贈呈
されました。

中央保育所
卒所式
中央保育所
卒所式

　４月からの認定こども園開園に伴
い、中央保育所最後の卒所式が行わ

れました。卒所児たちは保育所長から保
育証書を受け取り、４月からの小学校生
活へ向けて元気に卒
業していきました。

問寒別へき地保育所
卒所式
問寒別へき地保育所
卒所式

　家族を見送る様なとて
も和やかなムードで卒所

式は行われ、１名の卒所児へ
保育所長から保育証書が手渡
されました。

４月 金
日１

着任式着任式
　幌延町役場大会議室で、人事異動
により着任した８名の教職員へ木

澤教育長から辞令が交付され、番坂教育
委員長より歓迎のことばをいただきま
した。

3月 水
日25

3月 木
日26

3月 水
日25
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幌延町認定こども園
開園式・入園式
幌延町認定こども園
開園式・入園式

　野々村町長、植村議長、入園児２名、工事
関係者のテープカットで開園式の幕が上が

りました。開園式では認定こども園「たんたん」
の命名者である上野あいさんが表彰されました。
開園式後に開催された入園式では、入園児やご両
親などたくさんの人が集まり、とても盛大な入園
式となりました。

４月 火
日７問寒別へき地

保育所進級式
問寒別へき地
保育所進級式

　問寒別へき地保育所で進級式が行われ、
去年からの１年で大きく成長した姿を見

せていました。

４月 土
日４

４月 月
日６

各学校で入学式各学校で入学式
　午前 10 時から幌延小学校、午前 10 時 30 分か
ら問寒別小中学校、午後２時から幌延中学校で入

学式が挙行されました。
　真新しいランドセルや制服を身に着けた新１年生た
ちが、学校生活の第一歩を踏み出しました。

ほろのべの窓　2015.5月号▶　16



幌延町認定こども園
開園式・入園式
幌延町認定こども園
開園式・入園式

　野々村町長、植村議長、入園児２名、工事
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気象予報士と予報官気象予報士と予報官気象予報士と予報官

気象状況・天気予報の確認先　稚内地方気象台　（電話：0162-23-2678）
※稚内地方気象台ホームページURL

http://www.jma-net.go.jp/wakkanai/index.html
※問い合わせ先

　　稚内地方気象台（電話：0162-23-2679）

　テレビやラジオのお天気コーナーで、気象予報士の方が天気の予報や解説をしています。皆さんは、気
象予報士と予報官の違いをご存知でしょうか？
　気象予報士とは国家資格の一つであり、気象予報士試験に合格し、気象予報士の資格を気象庁長官に
登録した方たちのことを言います。一方、予報官は気象庁で天気予報や注意報・警報、気象情報の発表
を行う業務に就く官職の名前です。
　かつて天気予報は、気象業務法という法律に基づき気象庁（台）だけが発表していました。気象庁は、
数値予報資料を民間にも提供し、活用していただこうと考えました。しかし、不確かな気象情報が出され
ることにより、社会に混乱を生じさせることが無いよう、気象庁から提供される数値予報資料等の高度な
予測データを適切に利用できる技術者を確保することを目的として、平成6年度に気象業務法が改正され気
象予報士制度が導入されました。第1回の気象予報士試験は平成7年8月28日に実施され、今年は、気象
予報士が誕生してからちょうど20年目になります。
　気象予報士は、天気予報を発表することができ、一般に気象会社や報道機関に勤めて活躍しています。
このため、テレビやラジオ局の気象予報士により同じ地域でも天気予報が微妙に違うことがあります。
　また、特別警報や警報、注意報等の防災に関する情報は発表できません。このことは、気象業務法に
定められており、気象庁（台）が、気象等の災害から皆さんをお守りするために、特別警報や警報、注意
報等の防災に関する情報を発表しています。
　テレビやラジオで気象予報士の方やアナウンサーが特別警報や警報、注意報等の気象情報のことを話し
ているのは、気象台が発表した気象情報の伝達や解説をしているのです。
　先ほど、予報官は官職と書きましたが、気象台職員なら誰でも予報官になれる訳
ではありません。予報官になるために必要な研修を受け、長年天気予報に関する業
務について、天気に関する知識を持ち、経験を積んだものだけが予報官になれるの
です。
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人口動態職業・産業調査にご協力を人口動態職業・産業調査にご協力を人口動態職業・産業調査にご協力を
　厚生労働省では毎年人口動態調査
を実施しています。この調査は皆さんからの出生・死亡・死産・婚姻及び離婚の
各届書をもとに、出生や死亡の状況などを調査するものですが、国勢調査の行わ
れる年には、届書に職業の記入もお願いすることとしております。なお、死亡届
には、併せて産業の記入もお願いしております。
　調査結果は、公衆衛生、労働衛生、社会福祉など各施策のための基礎資料とし
て活用されます。
　本年は国勢調査の年であることから、届出をされる方々にはご面倒をおかけし
ますが、ご協力くださるようお願いいたします。
〈調査期間〉
　平成27年4月1日から平成28年3月31日までの1年間
〈調査対象者〉
　出生届・死亡届・死産届・婚姻届及び離婚届の届出をされる方々
〈調査方法〉
　各届書の届出をされるときに、それぞれ職業を記入していただきます。例えば、

「教員」「看護師」の方は専門・技術職、「一般事務員」「集金人」の方は事務職、「販
売店員」「営業職従事者」の方は販売職、「美容師」「調理師」「ホームヘルパー」
の方はサービス職というように書いていただくこととなります。
　また、死亡届には、農業、建設業、不動産業といった産業も併せて記入してい
ただきます。
　届出をする市区町村役場の窓口、当町では役場町民課保健福祉グループで「職業・
産業例示表」をお渡しいたしますので、参考のうえ、記入をお願いいたします。

問い合わせ先　　役場町民課　保健福祉グループ（電話5-1115・告知端末5-8815）

　犬を飼われている方は、市町村で犬の登録をしなければなり
ません。
　飼い始めたときに１度登録すると更新の必要はありませんが、
次のようなときには届出が必要になります。
・町外から転入したとき
・町外へ転出したとき（転出先の市町村）
・転居して住所を変更したとき
・飼い主を変更したとき
・飼い犬が死亡したとき

狂犬病予防注射
　犬の飼い主は、狂犬病予防注射を毎年１回受けさせることが
法律で義務づけられています。幌延町では、毎年５月に集合注
射を実施していますが、受けられなかった場合は、かかりつけ
の動物病院か留萌地区農業共済組合北部支所幌延家畜診療所
で受けてください。

☆☆ ４月１日～９月30日は野犬掃とう期間です。☆☆ 
　幌延町のほか、近隣４町（天塩町・中川町・豊富町・中頓別町）
では、期間を定めて野犬掃とうを実施しています。
　登録畜犬であっても、期間中係留されていない犬はすべて野
犬とみなし、誤殺しても町は責任を負いませんので、必ず係留
しましょう。

“ペットは家族の一員です。マナーを守り、正しく飼いましょう”
問合せ先：町民課生活環境グループ　5-1115
　　　　　告知端末機　5-8815

愛犬の登録はお済みですか？愛犬の登録はお済みですか？

水質検査計画及び水質検査結果について
　幌延町では、安心・安全な水道水を提供するために水質検査
計画を策定し、毎月、水道水の水質検査を行っています。検査
結果は良好で、検査結果の詳細については、経済課管理グルー
プのカウンターで自由に閲覧できるようになっています。
　また、水道水の汚れを防止するために、水道管内の掃除や水
道管の更新を計画的に行っています。その際には、断水になる
こともありますので、ご理解御協力をお願いします。
水道・下水道の届出等について
　水道について、こんなときには必ず事前に届け出をお願いし
ます。
・水道の使用を始めようとするとき
・長期間使用しないとき
・水道の使用をやめるとき
・転居をするとき
・使用者が変わったとき（死亡などにより名義人が変わった場
合も含む）
・用途（一般家庭用・官公署団体用・営業用など）が変わっ
たとき

検針について
　幌延町では、水道メーターの検針を委託しています。毎月１
日から８日の間に検針を行いますのでご協力をお願いします。
　幌延簡易水道～検針員　佐々木理佳さん
　問寒別簡易水道～検針員　和田和子さん
水道・下水道料金のお支払いについて
　水道・下水道料金の支払い忘れ等が多くあります。
　毎月お支払いいただく水道使用料は、支払い忘れの防止のた
めにも、便利な口座振替をご利用ください。手続きは金融機関
（稚内信金幌延支店・幌延町農協・郵便局）で簡単に申し込み
ができます。

水道・下水道からのお知らせ水道・下水道からのお知らせ

優良運転者講習（３０分）
５月１２日（火）　午後１時から
　天塩町社会福祉会館
５月１３日（水）　午後６時３０分から
　幌延消防署２階
一般運転者講習（１時間）
５月１２日（火）　午後１時４５分から
　天塩町社会福祉会館
初回更新者講習（２時間）
５月１２日（火）　午前１０時から
　天塩町社会福祉会館
違反運転者講習（２時間）
５月１２日（火）　午後３時から
　天塩町社会福祉会館

運転免許更新時
講習のお知らせ
運転免許更新時
講習のお知らせ

自動車税の納期限は6月1日（月）です。
納期限までに納めましょう。

　自動車税の納期内納税は、道が取り組ん
でいる様々な施策を進める上で欠くことので
きないものです。皆様には、納期内納税にご
理解いただき、納期限までに納税いただきま
すようお願い申し上げます。
○平成２７年度から、インターネット上の専用
サイトを利用したクレジットカード納税を開始
することとしました。パソコンや携帯電話を
利用して、２４時間自動車税の納付手続を行
うことができます。
　次のマークのあるクレジットカードが利用で
きます。

○転居等で住所が変更になった方は、住所変
更の手続きが必要となりますので、お問い合
わせ先までご連絡下さい。
○自動車税は次の場所で納税できます。
　・道内の金融機関、郵便局
　・お近くの総合振興局（振興局）又は道
税事務所
　・コンビニエンスストア
【問い合わせ先】
北海道宗谷総合振興局　地域政策部税務課納税係
〒097－8558　稚内市末広４丁目２－２７
電話：0162-33-2520

平成27年度自動車税の
納税のお知らせ

平成27年度自動車税の
納税のお知らせ
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気象予報士と予報官気象予報士と予報官気象予報士と予報官

気象状況・天気予報の確認先　稚内地方気象台　（電話：0162-23-2678）
※稚内地方気象台ホームページURL

http://www.jma-net.go.jp/wakkanai/index.html
※問い合わせ先

　　稚内地方気象台（電話：0162-23-2679）

　テレビやラジオのお天気コーナーで、気象予報士の方が天気の予報や解説をしています。皆さんは、気
象予報士と予報官の違いをご存知でしょうか？
　気象予報士とは国家資格の一つであり、気象予報士試験に合格し、気象予報士の資格を気象庁長官に
登録した方たちのことを言います。一方、予報官は気象庁で天気予報や注意報・警報、気象情報の発表
を行う業務に就く官職の名前です。
　かつて天気予報は、気象業務法という法律に基づき気象庁（台）だけが発表していました。気象庁は、
数値予報資料を民間にも提供し、活用していただこうと考えました。しかし、不確かな気象情報が出され
ることにより、社会に混乱を生じさせることが無いよう、気象庁から提供される数値予報資料等の高度な
予測データを適切に利用できる技術者を確保することを目的として、平成6年度に気象業務法が改正され気
象予報士制度が導入されました。第1回の気象予報士試験は平成7年8月28日に実施され、今年は、気象
予報士が誕生してからちょうど20年目になります。
　気象予報士は、天気予報を発表することができ、一般に気象会社や報道機関に勤めて活躍しています。
このため、テレビやラジオ局の気象予報士により同じ地域でも天気予報が微妙に違うことがあります。
　また、特別警報や警報、注意報等の防災に関する情報は発表できません。このことは、気象業務法に
定められており、気象庁（台）が、気象等の災害から皆さんをお守りするために、特別警報や警報、注意
報等の防災に関する情報を発表しています。
　テレビやラジオで気象予報士の方やアナウンサーが特別警報や警報、注意報等の気象情報のことを話し
ているのは、気象台が発表した気象情報の伝達や解説をしているのです。
　先ほど、予報官は官職と書きましたが、気象台職員なら誰でも予報官になれる訳
ではありません。予報官になるために必要な研修を受け、長年天気予報に関する業
務について、天気に関する知識を持ち、経験を積んだものだけが予報官になれるの
です。
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人口動態職業・産業調査にご協力を人口動態職業・産業調査にご協力を人口動態職業・産業調査にご協力を
　厚生労働省では毎年人口動態調査
を実施しています。この調査は皆さんからの出生・死亡・死産・婚姻及び離婚の
各届書をもとに、出生や死亡の状況などを調査するものですが、国勢調査の行わ
れる年には、届書に職業の記入もお願いすることとしております。なお、死亡届
には、併せて産業の記入もお願いしております。
　調査結果は、公衆衛生、労働衛生、社会福祉など各施策のための基礎資料とし
て活用されます。
　本年は国勢調査の年であることから、届出をされる方々にはご面倒をおかけし
ますが、ご協力くださるようお願いいたします。
〈調査期間〉
　平成27年4月1日から平成28年3月31日までの1年間
〈調査対象者〉
　出生届・死亡届・死産届・婚姻届及び離婚届の届出をされる方々
〈調査方法〉
　各届書の届出をされるときに、それぞれ職業を記入していただきます。例えば、

「教員」「看護師」の方は専門・技術職、「一般事務員」「集金人」の方は事務職、「販
売店員」「営業職従事者」の方は販売職、「美容師」「調理師」「ホームヘルパー」
の方はサービス職というように書いていただくこととなります。
　また、死亡届には、農業、建設業、不動産業といった産業も併せて記入してい
ただきます。
　届出をする市区町村役場の窓口、当町では役場町民課保健福祉グループで「職業・
産業例示表」をお渡しいたしますので、参考のうえ、記入をお願いいたします。

問い合わせ先　　役場町民課　保健福祉グループ（電話5-1115・告知端末5-8815）

19　◀ほろのべの窓　2015.5月号



詳しくは、稚内年金事務所（電話0162-32-1941）または役場町民課保健福祉グループ（電話5－1115内線157）にお問い合わせください。

年金記録の訂正請求手続きがスタートしました！年金記録の訂正請求手続きがスタートしました！年金記録の訂正請求手続きがスタートしました！
　被保険者期間や保険料納付状況など厚生労働大臣が管理している年金記録が間違っていると、将来受け取
る年金額も少なくなってしまうことがあります。
　年金記録が間違っていると思われる方は、これまで総務省への年金記録の「確認申立て」という形で手続き
を行っていましたが、平成２７年２月末に「確認申立て」は受付を終了し、同年３月より厚生労働省に対して年
金記録の訂正請求をすることができるようになりました。
　総務省への年金記録の確認申立ては「あっせん」という形で行われていましたが、厚生労働省の新たな年金
記録の訂正請求手続きでは、訂正請求を国民の皆様の権利として位置づけ、訂正決定や不訂正決定などの処分
に不服がある場合には、審査請求や訴訟提起をすることができるようになりました。
　厚生労働省への年金記録の訂正請求の受付は、総務省への年金記録の「確認申立て」と同様、お近くの年
金事務所になります。

☆請求期限
　請求期限はありません。年金記録が間違っていると思われる方は、過去のいつの記録であっても、厚生労
働省に対して年金記録の訂正を請求することができます。
☆請求方法
　次の書類を、お近くの年金事務所にお持ちいただくか、ご郵送ください。
　１．年金事務所にある書類
　　　①年金記録訂正請求書
　　　②同意書
　　　③請求の概要
　　　　※日本年金機構ホームページからもダウンロードできます。
　２．請求内容に関する状況が分かる資料
　　次のような書類が「請求内容に関する状況が分かる資料」のひとつとなります。
　　・確定申告書　　・給与明細書　　・家計簿の写し
　　・源泉徴収票　　・預貯金通帳　　・勤め先の辞令　　・厚生年金基金加入員証
　　・雇用主や同僚の方の証言（書）　 ・当時の履歴書　　・勤務実態を示す当時の写真　など
　※訂正請求に当たっては、手数料はかかりません。
☆訂正請求できる方
　訂正請求は被保険者ご本人（過去に被保険者であった方を含む）が行うことができます。
　被保険者ご本人が亡くなっている場合（その被保険者の方の年金記録の訂正を請求するとき）は、ご遺族
の方が行うことができます。
☆訂正請求の留意点
◆厚生労働省（地方厚生(支)局長）は、請求内容について、様々な関連資料（確定申告書、給与明細書、
家計簿など）や周辺事情（訂正を求める期間が短期間であり、その期間を除いて全て納付済みになって
いること、配偶者は納付済みであることなど）に基づき、総合的に判断します。
◆調査審議しても、年金への加入や保険料の納付（厚生年金保険は、事業主による保険料控除）などにつ
いて、記録訂正につながる資料や周辺事情が乏しい場合には、記録訂正が認められない場合があります。
◆当時の状況について、関連資料を集め、できる限り思い出していただくとともに、証言等できる方を教え
ていただくなど、的確な判断のためにご協力をお願いします。

☆提出後の流れ
◆訂正請求を受け付けると、まずは「年金事務所で直ちに記録訂正できるもの」に該当するか記録の確認
調査をします。

◆該当する場合は、年金事務所で速やかに記録を訂正します。年金を受給されている場合は、訂正後の記
録に基づく年金の額に変更します。

◆「年金事務所で直ちに記録訂正ができるもの」以外のものは、訂正請求書が地方厚生(支)局に送られます。
◆地方厚生(支)局に送られた請求は、公平・公正な判断を行うため、弁護士、社会保険労務士、税理士
などの専門家が、国民の皆様の立場に立って審議します。
◆その後、審議結果に基づき、地方厚生(支)局長が訂正（不訂正）決定を行います。
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こどもの日

振替休日

みどりの日

憲法記念日

もぐもぐスクール　10：00～

【町立診療所】問寒別出張診療日

（保セ）

すくすく健診　10：00～、13：00～ （保セ）

子育て相談（個別予約） （保セ）

５歳児健康相談　14：00～

子育て相談（個別予約）

（問生涯学習センター）

（保セ）

健康体操教室　14：00～

春のクリーンアップ作戦

春のクリーンアップ作戦（予備日）

明生会健康教室　13：30～

（保セ）

（ゆめ地層館）

（上幌延生活改善センター）

５歳児健康相談　13：30～ （保セ）

厚生連巡回ドック　6：30～（問生涯学習センター）

厚生連巡回ドック　6：30～ （保セ）

厚生連巡回ドック　6：30～

幌延町消防団春季消防演習　14：0０
サイレン吹鳴招集　12：30　模擬火災　15：30

（保セ）

告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！
告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！
告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！

　告知端末機「知らせますケン」
では、通常の行政情報だけではな
く、緊急の避難警報など、皆さん
にとって重要なお知らせ放送をす
ることがあります。
　電源は必ず入れて、１日１回は視
聴するようお願いします。

第１回幌延町工作実験教室
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詳しくは、稚内年金事務所（電話0162-32-1941）または役場町民課保健福祉グループ（電話5－1115内線157）にお問い合わせください。

年金記録の訂正請求手続きがスタートしました！年金記録の訂正請求手続きがスタートしました！年金記録の訂正請求手続きがスタートしました！
　被保険者期間や保険料納付状況など厚生労働大臣が管理している年金記録が間違っていると、将来受け取
る年金額も少なくなってしまうことがあります。
　年金記録が間違っていると思われる方は、これまで総務省への年金記録の「確認申立て」という形で手続き
を行っていましたが、平成２７年２月末に「確認申立て」は受付を終了し、同年３月より厚生労働省に対して年
金記録の訂正請求をすることができるようになりました。
　総務省への年金記録の確認申立ては「あっせん」という形で行われていましたが、厚生労働省の新たな年金
記録の訂正請求手続きでは、訂正請求を国民の皆様の権利として位置づけ、訂正決定や不訂正決定などの処分
に不服がある場合には、審査請求や訴訟提起をすることができるようになりました。
　厚生労働省への年金記録の訂正請求の受付は、総務省への年金記録の「確認申立て」と同様、お近くの年
金事務所になります。

☆請求期限
　請求期限はありません。年金記録が間違っていると思われる方は、過去のいつの記録であっても、厚生労
働省に対して年金記録の訂正を請求することができます。
☆請求方法
　次の書類を、お近くの年金事務所にお持ちいただくか、ご郵送ください。
　１．年金事務所にある書類
　　　①年金記録訂正請求書
　　　②同意書
　　　③請求の概要
　　　　※日本年金機構ホームページからもダウンロードできます。
　２．請求内容に関する状況が分かる資料
　　次のような書類が「請求内容に関する状況が分かる資料」のひとつとなります。
　　・確定申告書　　・給与明細書　　・家計簿の写し
　　・源泉徴収票　　・預貯金通帳　　・勤め先の辞令　　・厚生年金基金加入員証
　　・雇用主や同僚の方の証言（書）　 ・当時の履歴書　　・勤務実態を示す当時の写真　など
　※訂正請求に当たっては、手数料はかかりません。
☆訂正請求できる方
　訂正請求は被保険者ご本人（過去に被保険者であった方を含む）が行うことができます。
　被保険者ご本人が亡くなっている場合（その被保険者の方の年金記録の訂正を請求するとき）は、ご遺族
の方が行うことができます。
☆訂正請求の留意点
◆厚生労働省（地方厚生(支)局長）は、請求内容について、様々な関連資料（確定申告書、給与明細書、
家計簿など）や周辺事情（訂正を求める期間が短期間であり、その期間を除いて全て納付済みになって
いること、配偶者は納付済みであることなど）に基づき、総合的に判断します。
◆調査審議しても、年金への加入や保険料の納付（厚生年金保険は、事業主による保険料控除）などにつ
いて、記録訂正につながる資料や周辺事情が乏しい場合には、記録訂正が認められない場合があります。
◆当時の状況について、関連資料を集め、できる限り思い出していただくとともに、証言等できる方を教え
ていただくなど、的確な判断のためにご協力をお願いします。

☆提出後の流れ
◆訂正請求を受け付けると、まずは「年金事務所で直ちに記録訂正できるもの」に該当するか記録の確認
調査をします。

◆該当する場合は、年金事務所で速やかに記録を訂正します。年金を受給されている場合は、訂正後の記
録に基づく年金の額に変更します。

◆「年金事務所で直ちに記録訂正ができるもの」以外のものは、訂正請求書が地方厚生(支)局に送られます。
◆地方厚生(支)局に送られた請求は、公平・公正な判断を行うため、弁護士、社会保険労務士、税理士
などの専門家が、国民の皆様の立場に立って審議します。
◆その後、審議結果に基づき、地方厚生(支)局長が訂正（不訂正）決定を行います。
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町民くらしのカレンダー　５月 （May）
注：保セ＝保健センター
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こどもの日

振替休日

みどりの日

憲法記念日

もぐもぐスクール　10：00～

【町立診療所】問寒別出張診療日

（保セ）

すくすく健診　10：00～、13：00～ （保セ）

子育て相談（個別予約） （保セ）

５歳児健康相談　14：00～

子育て相談（個別予約）

（問生涯学習センター）

（保セ）

健康体操教室　14：00～

春のクリーンアップ作戦

春のクリーンアップ作戦（予備日）

明生会健康教室　13：30～

（保セ）

（ゆめ地層館）

（上幌延生活改善センター）

５歳児健康相談　13：30～ （保セ）

厚生連巡回ドック　6：30～（問生涯学習センター）

厚生連巡回ドック　6：30～ （保セ）

厚生連巡回ドック　6：30～

幌延町消防団春季消防演習　14：0０
サイレン吹鳴招集　12：30　模擬火災　15：30

（保セ）

告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！
告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！
告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！

　告知端末機「知らせますケン」
では、通常の行政情報だけではな
く、緊急の避難警報など、皆さん
にとって重要なお知らせ放送をす
ることがあります。
　電源は必ず入れて、１日１回は視
聴するようお願いします。

第１回幌延町工作実験教室
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ま
す
。
今
月
号

か
ら
新
人
職
員
で
あ
る
私
、
菅
原
が

徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
広
報
誌
作

成
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
読

み
や
す
い
広
報
誌
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
さ
て
、
新
年
度
を
迎
え
て
か
ら
、
ひ

と
月
が
経
ち
ま
し
た
。
今
月
号
の
表
紙

を
飾
る
の
は
小
中
学
校
の
新
入
生
。
新

し
い
環
境
で
様
々
な
こ
と
に
好
奇
心
を

持
ち
、
心
身
と
も
に
成
長
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

■「
北
海
道
の
各
地
域
で
桜
が
咲
い
た
」

と
報
道
機
関
等
で
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
幌
延
町
で
は
ま
だ
ま
だ
肌
寒
い
日

が
続
き
、
桜
の
開
花
は
ま
だ
先
に
な
り

そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
『
ふ
き
の
と
う
』

が
あ
ち
こ
ち
で
咲
き
始
め
る
と
、
春
の

訪
れ
を
感
じ
ま
す
。

■
今
月
号
が
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
Ｇ

Ｗ
前
、
あ
る
い
は
Ｇ
Ｗ
の
真
っ
最
中
。

皆
様
ど
の
よ
う
に
Ｇ
Ｗ
を
過
ご
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
の
Ｇ
Ｗ
は
、
あ

ま
り
天
気
が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
は
天
気
が
良
い
日
が
続
く
と
い
い

で
す
ね
。

■
Ｇ
Ｗ
で
英
気
を
養
い
、
充
実
し
た
毎

日
を
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
総
務
課
企
画
振
興
グ
ル
ー
プ
】

総務課企画振興グループ 電話 5-1111
　　　　告知端末機 5-8812

【内線】222・223・224

じ

あ
ん

　
お
姉
ち
ゃ
ん
に
遊
ん
で
も

ら
っ
た
り
、
オ
モ
チ
ャ
で
遊
ん

だ
り
と
毎
日
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
笑
顔
で
楽
し

く
、
す
く
す
く
育
っ
て
欲
し
い

で
す
。

く
　
ん

小 

川
　杏 

時

(

平
成
26
年
8
月
2
日
生
・
栄
町
6)

お
父
さ
ん
　
　
和
　
幸
　
さ
ん

お
母
さ
ん
　
　
裕
　
香
　
さ
ん

ひ

の

と

　
太
陽
の
よ
う
に
み
ん
な
を
明

る
く
さ
せ
て
く
れ
る
君
。
曇
や

雨
の
日
も
あ
る
け
れ
ど
お
兄

ち
ゃ
ん
が
笑
わ
せ
て
く
れ
て
元

通
り
！
い
い
コ
ン
ビ
で
す
☆
優

し
さ
、思
い
や
り
、強
さ
を
持
っ

た
子
に
育
っ
て
ね
！

く
　
ん

荒 

　 陽
乃
斗

(

平
成
26
年
8
月
14
日
生
・
問
寒
別)

お
父
さ
ん
　
　
正
　
一
　
さ
ん

お
母
さ
ん
　
　
容
　
子
　
さ
ん

1,271
1,195
2,466
1,277

幌延町議会議員選挙

名　　　　前 党　派 当選回数 職　業 現住所
無所属
無所属

日本共産党
無所属
無所属
無所属
無所属
無所属

4
4
5
3
1
3
4
5

63
55
61
61
59
44
64
67

酪農業
酪農業
酪農業
会社員
酪農業
会社員
酪農業
酪農業

字上幌延
字問寒別
字幌延
栄町
字下沼
字幌延
字下沼
字幌延

年齢
（満年齢）

（※あいうえお順）

町民の代表８名が決定！町民の代表８名が決定！町民の代表８名が決定！
　幌延町議会議員の定数８名に対して、4月21日の告示日に８名の立候補届があり、無投票当選が確定しま
した。今回当選された８名の幌延町議会議員の皆様には、今後4年間、町民の代表としてご活躍いただきます。

植 　 村 　 　 　 敦
齋 　 賀 　 弘 　 孝
鷲 　 見 　 　 　 悟
高 　 橋 　 秀 　 之
富 　 樫 　 直 　 敏
西 　 澤 　 裕 　 之
無 量 谷 　 　 　 隆
� 　 原 　 哲 　 男

ほろのべの窓　2015.5月号▶　22


